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Tab.1-3  List of pillared fence classifled depending on the span between pillars at BK7
遺構名称 時期 柱問寸法 備考
1号柱列 Ⅲ期 3尺9寸 控え柱2尺・途中異なる寸法が入る可能性
2号柱列 Ⅲ期 3尺9寸
3号柱列 Ⅲ期 3尺7寸









3尺6寸 4尺 5尺 5尺2寸 6尺 7尺 8尺
Ia期 27号柱列 28号柱列
I期 (細分不明) 24号柱列
Ⅱa期 21号柱列 19号柱列 20号柱列 22号柱列



























































雨落ち溝 落縁部礎石  広縁部礎石
(KS-532)      (KS-533)
図1-2 仙台城跡二の丸第2地点検出遺構
Fig.1-2 Plans of features at NⅣ12
座敷部礎石  座敷部礎石 (床東)




図1-1 仙台城跡本丸大広間断面模式図 (『イ山台城跡9』 より)
Fig■-l Schematic profile of main ceremonial hall(0ねfrοma)in sendai Castle
?
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図1-3 仙台城跡二の丸第17地点Va期の遺構
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Fig■-6 Plans of features belonging to phase Ⅲ a at NⅣ15
図1-7 仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第4地点 I期の遺構
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0       10cm
図2-1 武家屋敷地区第7地点2号遺構出土磁器 (1)






























































Fig。2-5 Glazed ceramics from No.2 structural remains at BK7(2)
＼
硼













Fig.2-6 Porcelains and glazed cerarnics from No.24 earthen pit at BK7
｀








































Fig.2-9  R/1aterials of table ware(diShes)fron■the second citadel of Sendai Castle
表2-1 仙台城跡二の丸地区出土供膳具 (碗・皿類)の材質別出土点数






Fig.2-8 Materials of table ware(bowiS)frOm the second citadel of Sendai Castle
漆器・木器
漆器・木器
時 期 資 料
碗 類 皿 類 碗・皿識別不明
磁器 陶器 漆器等 合計 磁器 陶器 漆器等 合計 磁器 陶器
17世紀初頭～前葉 NM9 7・8層、I期遺構
17世紀末葉 NM5北区Ⅶ・Ⅵ・V層 4 4
18世紀前葉 BK7 2号遺構 252 25(19)
18世紀中葉 BK7 20号土坑 。3a層 7 202
18世紀後葉 NM9 15・16号土坑














































Fig.2-10  Histograms of porcelains and glazed ceranlics fronl the second Citadel of Sendai Castle
表2-2 仙台城跡二の丸地区出土陶磁器の器種別出土点数
Tab.2-2  Counto of porcelains and glazed ceranlics fronl the second citadel of Sendai Castle
時  期 資  料


















17世紀初頭～前葉 NM9 7・8層、16号溝 0 5 1 l
17世紀末葉a NM5 1ヒ区Ⅶ・Ⅵ層 0 1 1 1 7 1
17世紀末葉b NM5 4号土坑、北区V層 0 1
18世紀前葉a BK7 2号遺構 l 4 1 7
18世紀前葉b NM5 3号土坑 1〔 1 0 5 1 4
18世紀中葉 BK7 20号土坑・3a層 1 l 1 9 l
18世紀後葉 NM9 15・16号土坑 7 3 44 (
18世紀末葉～19世紀初頭a NM9 2号池 1 l l 1乏
18世紀末葉～19世紀初頭b NM17 3層一括 1 l l 0 1 1 9
19世紀中葉a NM51 2号池 1 0 1 1

























































■ 囲 国 □ □ □ □ □ □ ■ □ 圃 □
Fig.2 - 11 Histogram
仙台城跡二の丸地区出土陶器の産地別組成比率
cerarnics frorn the second citadel of Sendai Castle by producing district
表2-3 仙台城跡二の丸地区出土陶器の産地別出土点数
Tab.2-3  Count of glazed cerarnics fronl the second citadel of Sendai Castle by producing district


















17世紀初頭～前葉 NM9 7・8層、16号溝 1 1 0 0 0 0
17世紀末葉a NM5 Jヒ区Ⅶ・Ⅵ層 1 0
17世紀末葉b NM5 4号土坑、北区V層 2 1 7
18世紀前葉a BK7 2号遺構 0
18世紀前葉b NM5 3号土坑 2 0
18世紀中葉 BK7 20号土坑、3a層 5 1
18世紀後葉a NM9 16号土坑埋±4層以下 0
18世紀後葉b NM9 15号土坑埋±4層以下 7
18世紀末葉～19世紀初頭a NM9 2号池 3 1 1
18世紀末葉～19世紀初頭b NM17 3層一括
19世紀中葉a NM5 1・2号池 1 274


































■ 国 目 □ □ □ □
図2-12 武家屋敷地区第7地点出土陶器碗類の産地別組成比率
Fig.2-12 Histgrarns of bowis of glazed ceramics frorn BK7 by producing district
表2-4 武家屋敷地区第7地点出土陶器碗類の産地別出土点数
Tab.2-4 Count of bowis of glazed ceranlics frorn]3K7by producing district












? 相馬系 示信楽 不明 合計
18世紀前葉 BK7 2号遺構






























































武家屋敷地区第4地点からも、1号溝 (17世紀前半主体)、 3号池A～F(17世紀中葉主体)、 2号池埋±6～4






17世紀初頭～前葉では、土師質土器の皿・耳皿 。灯火具 。焼塩壺・鉢 ?。内耳の部分と思われる破片や、瓦質
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図2-13 武家屋敷地区第7地点2号遺構出土土師質土器皿・焼塩壺
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図2-14 武家屋敷地区第7地点2号遺構出土瓦質土器
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5                 10
三の九跡I期 (17c.初頭～前葉)
二の九地区第9地点I期 (17c.初頭～前葉)
10                 15                 20
二の丸地区第5地点元禄年間の整地層 。遺構 (17c.末～18c.初頭)
5                  10                 15
二の丸地区第5地点3号土坑 (18c.前葉)
武家屋敷地区第7地点2号遺構 (18c.前葉)
5                  10                 15
二の丸地区第9地点16号土坑 (18c.後葉)
図2-21 仙台城跡出土土師質土器皿の法量分布 (1)







































































5                  10
二の丸地区第9地点2号池 。
5                  10                 15
二の丸地区第9地点15号土坑 (18c.後葉)




































































































































Fig.2-24 Histograms of ceranlic dishes frorn the secOnd citadel of Sendai Castle by kind of string―ut bases

































































































B la類  体部に稜線を持たず、高台は、A類同様、高めである。ロクロ挽き込みが極端に浅く、底部が厚い。




C la類  稜線を持たす、体部下半が膨らみ、口縁の立ち上がりも急で直線的である。高台は高めで、ロクロ挽
き込みが浅く、底部が厚い。
C lb類  稜線を持たず、体部下半が膨らみ、日縁の立ち上がりも急で直線的である。高台は低めで、底部も薄
C2a類  稜線を持ち、高台が高めである。ロクロ挽き込みが浅く、底部が厚い。
C2b類  稜線を持ち、高台は低めで、底部も薄い。























































16世紀末～17世紀初頭段階では、A類、B la類、C la類、C lb類がみられ、中でも主体となるのはC la類、C
lb類である。C lb類は中世からの伝統的な形態の椀である。A類、B la類、C la類のような高台が高く、ロクロ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Tab.2-5  Count of chopsticks frorn the secondary citadel of Sendai Castle and samuraf residence
























? l 1 1 1
(1)















0         100       200点0
武家屋敷地区第7地点2号遺構
(18世紀前葉)
10        2000       3000
二の丸第9地点16号土坑
(18世紀後葉)




































Fig.2-30  Histograms for length of chopsticks fronl the second citadel of Sendai Castle and samLrraf residence
N=165(断面方形を含む)
表2-6 仙台城跡武家屋敷地区第7地点2号遺構出土箸状木製品の先端形状




















合計AA AB AC AD AE BB BD BE CC CD CF DD DE EE













































)[=コ曳化      w244                                  、、r243
図2-31 武家屋敷地区第7地点出土駒形木製品

























































































駒形の郷土玩具図2-33                























出典 :久保日米所 1936『玩具叢書 人形作者篇J
図2-34 絵本などにおける春駒・首馬








岩橋陽一 。上條朝宏他 1994 『東京都千代田区丸の内三丁目遺跡 東京国際フォーラム建設予定地の発掘調査』東京都埋蔵文化財
センター調査報告第17集
江戸遺跡研究会編 2001 『図説 江戸考古学研究事典』
大西清右衛門・小田栄一ほか 1985 『茶道衆錦12 茶の道具 (三)』
小川 望 1992 「大名屋敷出土の焼塩壷」『江戸の食文化』江戸遺跡研究会編 pp.128-162
小川 望 1996 「焼塩壺の刻印による年代観について」『江戸出土陶磁器・土器の諸問題Ⅱ』pp.115-134
小川 望 2008 『焼塩壺と近世の考古学』
小野寺正人 1998 「第Ⅶ章 祈りのかたち」『仙台市史 特別編6民俗』
加藤康子 1997 『日本子どもの歴史叢書7 絵本西川東童/絵本大和童/竹馬之友/幼心学図絵/江戸三色』
久保田米所 1936 『玩具叢書 人形作者篇』
小々高幸- 1982 「仙台藩における塩専売制度について」『宮城県の地理と歴史』Ⅲ pp.224-239
小林謙- 1991 「江戸における近世瓦質・土師質規炉について」『江戸在地系土器の研究 I』 pp.1-46
小林謙- 1996 「江戸在地系土器と江戸出土土師質塩壺類の編年 (要旨)」『江戸出土陶磁器 。土器の諸問題Ⅱ』pp.99-113
小林謙- 2000 「暖房具にみる考古資料と民具資料の関係」『江戸文化の考古学』江戸遺跡研究会編 pp.243-248
小林博範・斎藤進 。小島正裕ほか 2000 『汐留遺跡Ⅱ一旧汐留貨物駅跡地内の調査』東京都埋蔵文化財センター調査報告第79集
小林博範 。西澤明。小林裕ほか 2003 『汐留遺跡Ⅲ―旧汐留貨物駅跡地内の調査』東京都埋蔵文化財センター調査報告第125集
佐久間光平・佐藤憲幸・千葉正康 1993 『上野館跡一近世茂庭氏居館跡発掘調査報告書』官城県文化財調査報告書第156集
笹間良彦 2005 『日本こどものあそび大図鑑』








滝口宏 。高山優ほか 1988 『白金館址遺跡 I』
滝口宏・鈴木公雄ほか 1989 『白金館址遺跡皿―研究編』
千葉雄市 1998 「第Ⅷ章 舞い踊る人びと」『11台市史 特別編6民俗』
寺島孝一 。西田泰民ほか 1990 『東京大学本郷構内の遺跡 山上会館・御殿下記念館地点』東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報
告書4
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985 『東北大学埋蔵文化財調査年報 1』
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1986 『東北大学埋蔵文化財調査年報 2』
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990 『東北大学埋蔵文化財調査年報 3』
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1992 『東北大学埋蔵文化財調査年報4・ 5』
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1993 『東北大学埋蔵文化財調査年報 6』
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1994 『東北大学埋蔵文化財調査年報7』
東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1997 『東北大学埋蔵文化財調査年報8』













萩尾昌枝 1992 「江戸時代初期の宴会の食器類」『江戸の食文化』江戸遺跡研究会編 pp.205-219
畑中英二 2003 『信楽焼の考古学的研究』
林辰三郎ほか 2002 『角川茶道大辞典』
樋口清之監修 1991 『ヴイジュアル百科 江戸事情 第一巻生活編』
樋口清之監修 1992 『ヴイジュアル百科 江戸事情 第四巻文化編』
樋口清之監修 1994 『ヴィジュアル百科 江戸事情 第六巻服飾編』
福田敏一。石崎俊也ほか 1997 『汐留遺跡I―旧汐留貨物駅跡地内の調査』東京都埋蔵文化財センター 調査報告第37集
福田敏一。石崎俊哉ほか 2006 『汐留遺跡Ⅳ―旧汐留貨物駅跡地内の調査』東京都埋蔵文化財センター 調査報告第189集




米川幸子 2000 「民具に見る多摩の暖房具」『江戸文化の考古学』江戸遺跡研究会編 pp.249-259
渡辺誠 1985 「物資の流れ―江戸の焼塩壺」『季刊考古学』第13号 pp.42-48




























































































































































































もので、「木簡」という用途から見て当然と言える。そして利用されている樹種はクリ (4点)、 ナラ (コナラ節、






















la.カヤ MYG-4862.木口×30 lb.同 板 目×60. lc.同 柾 目×300.
図3-1 武家屋敷地区第7地点出土木簡の樹種同定写真 (1)
Fig 3-l  Pictures of Species ldentification used for、vooden tablets at BK7 (1)
?、．?
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図3-2 武家屋敷地区第 7地点出土木簡の樹種同定写真 12)
ドig 3-2 1)i(111ド(ヽ ol SI)(ヽci(' I｀(1(1〕tili(〔tti()ll tISt｀(1 loi、、()o(1(111(11)(ls f11〕もK7{2)
5a.スギ MYG■601.木口×30. 同 板 目×60. 柾 目×300
6a.クロベ MYG-4989.木口×30. 同 板 目×60. 同 柾 目×300.
7a.アスナロ MYG-4784.木口×30,7b.同 板目×60. 7c.同 柾目×300.
図3-3 武家屋敷地区第7地点出土木簡の樹種同定写真 (3)
Fig3-3  Pictures of Species ldentincation used for、″ooden tablets at BK7 (3)
8a.ハンノキ節MYG-4667.木口×30.8b.同 板目×60. 柾 目×120.
9a.クマシデ節MYG■637.木口×30.9b.同 板目×60. 9c.同 柾 目×120.
10a.クリ MYG-5647.木口×30. 10b.同 板目×60. 10c.同 柾 目×120.
図3-4 武家屋敷地区第7地点出土木簡の樹種同定写真 (4)
Fig 3-4  Pictures of Species ldentincation used for w00den tablets at BK7 (4)
1la.コナラ節 MYG-4980.木口×30.1lb.同 板目×60. 1l c.同 柾目×120.
12a.ケヤキ MYG-4606.木口×30. 12b.同 板 目×60. 12c.同 柾目×120.
13a.モクレン属MYG刊622.木回×30.13b.同 板目×60. 13c.同 柾 目×120.
図3-5 武家屋敷地区第7地点出土木簡の樹種同定写真 (5)





? 遺構名 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG―) 樹lll 図 図版
WT0012号遺構 G‐9 埋土 l 横 「o米四斗五升入」 「o鶴ヶ谷村六□□ 〔兵衛力〕」 ス ギ 9
WT0022号il構 埋±2 320 「米四斗五升入」 「岩沼村 [   ]」 4787 ス ギ 9
WT0032号al構 埋±2 中央 「o御年貢米四斗五升人」
。「o享保五年




「江刺人首村六兵衛」 スギ 9 l
WT0052号遺構 坦1±3 中央 「o米四斗五升人」
・「o[   ]飯田村□□
→ [  ]     」 スギ 9 l
WT0062号遺構 埋±2 1670355 「御年□ 〔貢力〕米四斗五升人」 「□□ 〔川力〕村五□ 〔郎力〕七」 4783 ス ギ l
WT0072号遺構 ll±2b 「御米四斗入限□」 「子ノ七月十□日」 4786 ス ギ 1
WT0082号遺構 埋±2b 1370(250) 「米四斗五升入」 「名取富田村五左術FH」 ス ギ 1
WT0092号遺構 埋±2b 220 「御用米□□□□ 〔四斗五升力〕」 「渡邊二郎右衛門」 4856 ス ギ 2
WT0102号il構 坦1±2b 中央 235 「o御年貢四斗五升入」 「o官城郡加瀬村喜右衛Fり」 4744 ス ギ 2
WT0112号遺構 埋±2 横 「o当御年貢米四斗五升入」 「o名取日辺村長四□ 〔郎力〕」 クロベ 2
WT0122号遺構 111二112
・「人月 七日
→黒川下草村 [  ]」
。「七月[   ]
→米四斗五升入」
ス ギ 2
VヽT0132号遺構 111二112 1560 「御年貢米四斗 [ 「名取北目村□[   J スギ 2
WT0142号遺構 埋二L2 横 1280 「o御年貢米四斗五升入」
・「o名取川上村権十郎
一 六月十五日」 アスナロ 2
WT0152号遺lltl 埋±2 「名取今泉四斗五升人」 「名取今泉□□郎」 アスナロ 2
WT0162号遺構 埋±2 中央 「o米四斗五升入丑ノ十月□□日」 「o名取郡種次村孫兵衛」 4658 ス ギ 2
WT0172号遺lil 埋±2 横 1320 「o米四斗五升入」 「o名取今泉村□ 〔文力〕七」 4735 ス ギ 3
WT0182号遺構 埋±2b
・「 十二月十六日
→米四斗五升人 」 「名取植松村□ 〔作力〕兵衛」 4847 ス ギ 3
WT0192号遺構 埋±2 中央
。「olに谷村長右衛r]
→米四斗五升入  」 「o八月十四日」 ス ギ 3
WT0202号遺構 埋±2 260 「御米四斗五升入」 「名取北方□ 〔柳力〕生村 清右術門」 4694 アカマツ 3
WT0212号遺構 理±2b 051 横 1453 「o享保□ 〔四カ〕年御年具四斗五升入
。「o□ 〔名力〕[     ]
→ [         ]忠右術門
→  ク      ク クク″ク」
ス ギ 3
WT0222号遺構 埋±2 220 「米四斗五升入」 「 [ ]」 ス ギ 3
VヽT0232号遺構 埋±2b 「□□□□□□ 〔米四斗五升入力〕」 「名取□□村新四郎」 3
WT0242号遺構 埋±2b 051‐b 横 250 「o米四斗五升人 [   ]」 「o[ ]」 4839 ス ギ 3
VヽT0252号遺構 理ll二112 中央 「o米四斗五升入」 「o[ ]」 ス ギ 4
VヽT0262号遺構 1lJ12b 中央 360 「o米四斗五升入」 「o[  ]□〔村力〕[  ]」 ス ギ 4
WT0272号遺構 埋±2b 中央 「o御年貢米[   J 「o[ ス ギ
WT0282号選 lill G‐10 埋±2 横 「o□〔米力〕」 「o[ ]」 ス ギ 4
WT0292号遺構 H8 埋±2 250 「□ 〔米力〕[ ]」 4
WT0302号遺構 埋±2b 横 「o米四斗五升入」 「o名取増田村久兵衛」 ス ギ 4
WT0312号遺構 最下層 横 「o□〔御力〕[  ]□〔四カ〕[  ]
。「o[  ]
→ 名取□□ 〔郡山力〕村l  J ス ギ 4
WT0322号遺構 埋±2b 285 「米 [ ]」 「増沢村 [  ]」 ス ギ 5
WT0332号遺構 埋±3 中央 「o[    ]御年貢米 四斗五升入_ 「o[ ]」 アスナロ 5 5
WT0342号遺構 埋±3 1350 「米四斗五升入」 「 [ ス ギ 5
WT0352号遺構 最下層 (1340) ]村庄三」 「米之 (ママ)[   ]」 4776 スギ 5 5
WT0362号遺構 埋±2 1450270 「御 [   ]〔年貢力〕米四斗五升入_ 「 [ 5
VヽT0372号遺構 埋±1 2120
。「保六年御年貢米四斗五升入
→丑十一月□ 「 [ ]名右衛門
ス ギ 5
VヽT0382号遺構 IPJ12b (1710) 米四斗五升入」 [ 4785 ス ギ
VヽT0392号遺構 埋±2 258
。「享保六年 [   ]
→    ×斗五升入」 「□□ 〔富力〕村与五郎」 スギ 5
WT0402号遺構 埋二112b 「米四斗 [   ]」 4703 ス ギ 6
VヽT0412号遺構 壇1±3 横 「o御年貢米 [   ]入」
。「o名取四郎□ 〔丸力〕村
→ 子ノ十一月     八郎兵へ」 アスナロ
WT0422号遺構 最下層 「米四斗五升入」 「ひきわりの[    J アスナロ 7 6
WT0432号遺構 G‐10 埋±2 051-b中央 「o米四斗弐升入 [   ]」 「o名取□□ 〔FTl次力〕村」 スギ 7 6
WT0442号遺構 埋±2 051‐b 「米四斗五升入」 「名取柳生村 [  ]」 スギ 6
VヽT0452号遺構 埋±2b 中央 (413) 「o御年貢□ 〔米力〕[  ]」 「o名取増田寛四郎」 4887 スギ 7
WT0462号選構 Jp±3 横 「o御年□□ 〔貢米力〕四斗五升」
・「o名取下余田村 米主
→           長左」 スギ
WT0472号遺構 埋 ±3 中央 1600 「o御米四斗五升入」 「o名取_L〔植力〕松村半兵衛」 ス ギ 7
VヽT0482号iEl構 埋 二lil 「米四斗五升入」 「 [ ス ギ 7
VヽT0492号遣構 埋±2 「米四斗五升入」 「 [ ス ギ
表3-3 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表




番号 遺構名 区 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕
??．?樹 lli 図 図版







4723 ス ギ 7
VヽT0512号遺構 H‐8 埋±2 中央 o米四斗五升入」 アスナロ 7
WT0522号遺構 埋±2 横 235 「o御刺付御せん柵米四斗五升入」 「o[  ]十三本 [  ]享保七年九月十六日八助」 4823 ス ギ
WT0532号遺構 埋±2 「御年貢米四斗五升入」
・「享保 [  ]六月三日
→官□ 〔城力〕岡田村弥兵術」
ス ギ 7
WT0542号遺構 埋±2 「米四斗五升入」 「□□ 〔伊手力〕村 [   ]」 4715 ス ギ
WT0552号遺構 埋±2 1650280 「米四斗五升入」 「川上村□ 〔五カ〕作」 ス ギ 8
WT0562号遺構 埋±2b 「米四斗五升入」 「宮城郡田子村清」 ス ギ 8
WT0572号遺構 埋±2b 横 (388) 「o米四斗五升入」 隔□□ 〔富沢力〕村□ 〔百力〕[  ]4884 ス ギ 8
WT0582号遺構 lll」12b 352 「御年貢米四斗五升入」 「□ 〔宮力〕城岡田村 [   ]」 モミ属 8
WT0592号選構 埋±2b 255 「年貢米四斗五升入」
。「官城田子村□四郎
→  十月十八日   」 4896 ス ギ 8
WT0602号遺構 増L±2b 1239 「米四斗」 「名取今泉村」 4964 アスナロ 8
WT0612号遺構 埋±3 1440 170 「米四斗五升入」 「岩切村文四郎」 ス ギ 8
WT0622号遺構 埋±2b 中央 1515
・「o享保四× [      ]
→     □□□ 〔五升入力〕〔表〕
・「o江刺石 [       ]
→      □清左衛ri」 アカマツ 9
VヽT0632号遺構 埋±2b 横 (1460) 「o米四斗五升入 「o柳生村 善助 5659 ス ギ 9
WT0642号遺構 理EJ13 (1320) ×斗五升」 ×□ 〔助力〕[    ]」 ス ギ 9
WT0652号ill構 埋±2b 019‐b 横 (1360) 「o米四斗五升入」 ス ギ 9
WT0662号遺構 埋±3 中央2
箇所
「o米[    ]o」 ス ギ 9
WT0672号遺構 埋±3 ・「御米四斗五升人→宮城福室村瀬右衛門」
・「享保五年
→十月十八日」 ス ギ 9
WT0682号遺構 最下層 「米四斗五升入」 「官キ森郷村〔 〕」 4726アスナロ 9
WT0692号選構 埋±2b
・「御年貢 米 四斗五
→御年貢 米  斗五升升入」
・「名名取 [   ]沢村□五郎右衛円
→名 取        五郎右衛門」 ス ギ
WT0702号遺構 埋±2 「米四斗五升入」 「名取上余田村太郎兵衛」 4648アスナロ
VヽT0712号遺構 埋±2 「米四斗五チト入」 「名取今泉村 [  ]」 4858 ス ギ
WT0722号遺構 埋±2 中央 「o御年貢四斗五升」 「o菅谷村□ 〔善力〕□」 スギ
WT0732号遺構 埋±2 440 「米四斗五升入」 「□ 〔衣力〕り|1村久四郎」 ス ギ
WT0742号遺構 埋±2 横 「米四斗五升入o」 「□ 〔岡力〕Hl村久兵衛o」 モ ミ属
WT0752号遺構 埋±2 380 「米一□ 〔俵力〕四斗五升入」 「柳□〔生力〕村□左 [  ]〔衛門力〕 4860 ス ギ
WT0762号遺IIt 埋±2 中央 450 108 「o御年貢米四斗五升入」 「o名取高柳 [   ]之□ 〔允力〕」 ス ギ
WT0772号遺構 埋±2 220 「米四斗五升」 「名取郡藤塚村 [   ]」 ス ギ
WT0782号遺構 G-10埋±2 横2箇
所
1270 「o御年貢米四斗五升入」 「o宮沢村喜□ 〔次力〕[  ]」 アスナロ
WT0792号遺構 埋±2 中央 「o米四斗五升入」 「o名取川上村 [   ]」 MY4692ス ギ





→    弥□ 〔五カ〕平」
WT0822号遺構 埋±2 225 「米四斗五升入」 「上余田村□ 〔喜力〕助□」 ス ギ
WT0832号遺構 埋±2b 「米四斗 [   ]」 「名取袋 [   ]〔原村力〕与兵衛」 4841 アカマツ
WT0842号遺構 埋±2b 中央 1380 「o御年貢米四斗五升入」 「o名取増出村 [   ]」 4627 モ ミ属
WT0852号遺IFi 埋±2b 955 228 「御年貢米四斗五升入」 「名取増田村 [   ]」 4700 ス ギ
WT0862号遺構 埋±2b 「米四斗五升入」 「郡山村次郎兵衛」 4846 アスナロ
WT0872号遺構 埋±2b 「御米四十五升入」 「名取下余田村孫□□□ 〔右衛門力〕」 4862 カヤ
WT0882号遺構 埋±2b 「寅二月六日→御年貢四斗五升人」 アスナロ
WT0892号遺構 埋=L3 1490267 「御年貢米四斗五升人」
・「名取北方





一人月三日    吉蔵」 4849 ス ギ
WT0912号遺構 埋±2b 中央 260 「o米四斗五升入 [   ]」 「oブL月11‐11日 [    ]」 4854 ス ギ
WT0922号il構 埋±3 「米四斗五升入」 「名取下余田村 [   ]」 スギ
WT0932号遺構 埋±3 「米四斗五升人」 「名取大□□ 〔野田力〕村 [  ]」 スギ
WT0942号遺構 埋±3
・「御年貢米
→  四斗五升入」 「名取増田村助七郎」 ス ギ
WT0952号遺構 埋±3 260 「米四斗五升入」 「あらい村与三郎」 4641 モミ属
WT0962号遺構 埋±2 横 (347) 「o米四斗五升入」 「o[ ]」 4966アカマツ
WT0972号遺構 埋±3 中央 280 「o米四斗五升入八郎兵術」 「o名取下余田村」 ス ギ
WT0982号遺構 埋二112 270 「御セん□ 〔登力〕米 四斗五升入」 「 [ ]」 ス ギ
・表3-4 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表














記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 酎極・l足菅う(MYG_)樹 種 図 図版
WT0992号遺構 埋±2 「御年貢米四斗五升入」 「 [ アスナロ
VヽT1002号遺l14 埋±2 1335 「米四斗五升入」 「 [ 4795 スギ
VヽT1012号遺構 理±2 中央 「o米四斗五升入」 「o[ 4959 ス ギ
WT1022号遺構 埋±3 中央 「o□御年貢米四斗五升入」 「o名取下余田村伝兵衛」 4798 スギ
VヽT1032号遺構 埋±2b 1260(230) 「御年貢米四斗五升入」 「名取□□ 〔平岡力〕村喜四郎」 4897 ス ギ
WT1042号遺構 埋±3 「御米四斗五升」
・「保十二年 [  ]
→ [    ]村」 アカマツ
WT1052号遺構 埋±2b 1220220 ]四J´五升入」 ]」 4985アスナロ
WT1062号遺構 H‐8 最下層 「米四斗五升入」 「[ ]」 スギ
WT1072号遺構 埋±2 中央 280 「o御米四斗 [    ]入」 「o名取 [   ]村[   ]」 ス ギ
WT1082号遺構 埋 ±2 中央 840 「米四斗五升o」 アスナロ
WT1092号遺構 埋±2 横 「o米四斗×」 4767 スギ
VヽTl102号遺構 埋±2 中央 「o□□□ 〔村力〕∨」 「o[  ]∧」 4643 スギ
WTlll2号遺構 H3 埋±3
・「∧享保五年御年貢米
→      四斗五升入」 「∨名取北方□□ 〔宮肛!力〕村庄助」 ス ギ
WTl122号遺構 埋±2 (1720)(440)
・「∨
→ ∧□□□□ 〔米四斗力〕[   ]」
・「∨名取 [    ]重□
→         六右衛門
→ ∧□□ 〔笠島力〕村  十月  」
ス ギ
WTl132号遺構 埋±2b (1740) 「御年貢米四斗五升入 「ミやき肛!子村喜 [   ] クロベ
WTl142号遣構 埋±2b 「米四斗五升 「名取 4888 ス ギ
WTl152号遺構 埋±2b (93.0)280 「米四斗五X 「名取北方高柳× 4625アスナロ
VヽTl162号遺構 埋±2 (1530) 「御米四斗五升人□ ・「□□村 [   ] ス ギ
VヽTl172号遺構 埋±2 280 「米四斗五升入 「□□ 〔名取力〕[   〕 4656 ス ギ 3
WTl182号遺構 埋±3 (1330) ×貢米四斗 [ [ ]」 4601 ス ギ 3
WTl192号遺構 埋±1 (1334) 「米四斗五升入[    〕 「佐 作々之 [  ] 4932 アカマツ 3
WT1202号遺構 埋±2 。「御年□ 〔貢力〕米四斗五升入 「[   ]□□ 〔村茂力〕四郎 スギ
VヽT1212号遺構 埋±2 800 「米四斗□ 〔五カ〕」 「岩沼村」 ス ギ 3
WT1222号遺構 埋±3 (1250) 米四斗五升入」 名取□ 〔宮力〕 」 4904 スギ 3
WT 2号遺構 埋±2 中央 (1370) 「o米四斗五升入 「o名取藤塚村□之丞 4930 アスナロ
2号遺構 埋二L2b019‐b 横 「o米四斗五升入 「o柳生村万平 ス ギ
VヽT 2号遺構 埋±2b 「l■央 (840) 「o御年貢米四□ 〔斗力〕 「o享保五年□ ス ギ
VヽT 2号遺構 埋±3 059 (1260)(191) ・米四斗五升入 [  ]村[ ] 4640 モミ属







WT1292号遺構 埋±2b 2050(170) 「米四斗五升入」 「官城郡□ [   ]」 ス ギ
WT1302号遺構 最下層 019-b (880) ] 「米四斗五升入 4650モクレン願
VヽT1312号遺構 埋±2b 中央 (750)(170) 「o米四斗 「o名取前田 ス ギ 17
VヽT132号遺構 埋±2 (540)(180) ×貢米四□ 〔斗力〕× ・□□□村× ス ギ
WT1332号iCt構 埋±2b (310)
・「享保四年御□籾
→ 五斗入     」 「一迫長崎村又四郎」 4894
ス ギ
WT1342号遺構 埋±2b (1160)280 「∨□ 〔並力〕餅四斗 [ ] 「∨笠島村 4895 ス ギ
WT1352号遺構 埋±2b 中央 「oもち米四斗五升入」 「o名取下余田村八郎兵衛」 ス ギ
VヽT1362号遺構 埋±2 中央 「oもち粉」 4793 スギ





WT1392号遺構 埋±2 横 「御刺付もち四斗五升o」 ・「□□村 [   ]o」 アスナロ
WT1402号遺構 埋±2
・「御台所塩三斗人
一    子ノ九月」 「 [ ]□〔釜力〕[  ]」 スギ
WT1412号遺構 埋±2 1660 255 「御台所塩三斗入子ノ八月」 「□□ 〔菅野力〕善四郎」 4829 ス ギ
WT1422号il構 埋±2b
・「御大所塩
→三斗 [    ]」
「子ノ八月 [ ス ギ
WT1432号遺構 埋±2b 1490 200 「御大所□ 〔塩力〕三斗入わたのは」 「子ノ八月迄 流留村」 ス ギ
WT1442号遺構 埋±2b 255 「御大所塩三斗入渡波町」 「子ノ八月迄清右衛門」 4845 ス ギ
VヽT1452号遺構 埋±2b 1830260 「御台所塩□斗 [   ]」 「□ 〔未力〕ノ六月 [    ]」 4772 ス ギ
WT1462号遺構 埋±2b 「御台所三斗六升」 「□ 〔わ力〕[  ]次右衛門」 ス ギ




VヽT1482号遺構 埋±1 「御台所□ 〔塩力〕三斗入 [  ]」「 [ ]」 4778 ス ギ
WT1492号遺構 埋±2b 中央 「o御台所塩三斗入」
「o享保五年   沢田村
□月[   ]勘兵術」 スギ
表3-5 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表






? 遺構名 区 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 封種同定番号(MYG‐) 樹種 図 図版
VヽT1502号遺llt 埋±3 中央 290
・「御大所塩三斗六升
→八月九日迄     o」 「流留村長次郎 o」 スギ
WT1512号遺構 埋±2b 011‐c 1520 「御大所□ 〔塩力〕三斗 [   ]」
・「子ノ
→□ 〔弐力〕月迄 [   ]」
ス ギ
WT1522号遺構 理1二112 ・「御大所塩三斗入→丑之五月 [   ]」 「 [ ]」 ス ギ
WT1532号遺構 埋J12 019‐b (1340) 「御清所塩 [  ] 「 [ ] 4936 ス ギ
WT1542号遺構 埋=L2b (790) 「御大所塩三斗
・「子ノ








WT1562号遺構 埋±2 999 (2640) 「次右衛門様 坂□ 〔本力〕彦四郎→  薄□ 〔塩力〕四□ 〔斗力〕 アスナロ
WT1572号遺構 埋±2 032 中央 「∨o但木土佐様 伊達安房」 「∨o蜆」 モ ミ属
WT1582号遺構 埋±2 0 中央 1550 「o菱喰一 茂庭筑後」 4832 ス ギ
WT1592号遺構 埋±2 0 中央 1650 「o玉造郡松尾梨子入」 4688 ス ギ
WT1602号遺構 埋二112b0 中央 「o小成田村雉子」 4796 ス ギ
WT1612号遺構 埋±2b 0 200 「弐斗三升 '「□ 〔茶力〕|   〕 アスナロ





WT1642号遺構 埋二L2b 204 ・「□ 〔酒力〕I J 4821 ス ギ
WT 2号避構 lll二112 240 「御用竹ノ子弐拾五本人J 4669 ス ギ
WT 2号選構 埋±2 中央 「o御用 竹ノ子弐拾五本入」 ス ギ
WT 2号遺構 埋±2b 中央 「o御用竹子武拾本人工造郡」 ス ギ
WT1682号遺構 埋J12b 中央 「o御用竹子弐拾本入玉造部」 ス ギ
WT1692号遺構 埋±2 (2020) 「 八兵術□
'ヒ
(ママ)生郡深谷前谷地村 (全面黒塗 り) スギ
WT1702号遺構 埋±2 中央 「o竹之子工寸廻弐拾五本  深谷」 4662 ス ギ
WT1712号遺構 埋±2 275 「御 [ ]」
・「噸 椰力〕弥五イ捕 Fl匡口幡苺1カ
→          勘 [  ]」4727 ス ギ




WT1732号遺構 埋±2 ・「享保[    ]→[        J ]」 アスナロ
WT1742号遺構 埋二112b 1270
。「こ[]〔は力〕り
→子ノ八月迄」 「沢村仁左衛F可」 ス ギ
WT1752号遺構 埋二L2b 225 「[   ][  ]みロリ」 「子ノ七月□ 〔七カ〕日」 アスナロ
WT 2号遺構 埋 二111 1860272 「 [ ]」 「 [ ]」 4777 ス ギ
WT 2号遺構 埋±2b 「 [ ]」 「[  ]□〔助力〕[ ス ギ
WT 2号遺構 埋二L2 中央 「o[   ]□□ 〔九斗力〕」 「o[ ]」 アスナロ
WT1792号遺構 IF±2 「 [ ]」 「 [ ]」 ス ギ
WT1802号遺構 埋±2 900 230 「久□郎」 「 [ アカマツ
WT1812号遺構 埋±2b 270
・「□ 〔寅力〕ノ七年
一    四月八日」
・「[      ]
→  [    ]」 ス ギ
WT1822号遺構 理±2 中央 「o[ 4705 アスナロ
WT1832号遺構 埋±2 「 [ ]」 「 [ ス ギ
WT1842号遺構 埋±2 051-b 「四月 [  ]」 4666 スギ




WT1862号遺構 理±3 「□六斗□ 〔五カ〕チト入」 アカマツ
WT1872号遺構 lll±2 059 (1450) ・□岡□ 〔Fl力〕村→[    ]伝七」 [ ]」 4664アスナロ
WT1882号遺構 埋±2 「御大所 [   ]」 4815 スギ
VヽT1892号遺構 埋Jll 051‐b 「 [ ス ギ
WT1902号遺構 埋±2 051‐b 280(170) 「□□□右術rl」 4679 ス ギ
WT1912号遺構 埋±3 051‐b 中央 「o名取□□ 〔増田力〕村 [   ]」 スギ
WT1922号遺構 ll」12b 051‐b 中央 「o気仙沼」 4886 ヒノキ科
WT1932号遺構 埋±2 ・「[   ]→□月十一日□ 〔六カ〕[    ]」 スギ 44
琴熊1♂香鍼 鷺:まЁ償    ♂
登録





?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 附種同定番号(MYG‐) 樹種 図 図版
VヽT1942号遺構 埋±2 140 「筆甫村」 4699 ス ギ
VヽT1952号遺構 埋±2 (1640) 「[    ]原三 [   ]」 4782 ス ギ
WT1962号遺構 埋 ±2b 中央 「o名 [ ]村覚右衛門」
。「o享□□ 〔保四カ〕
→[     ]     」 アカマツ
WT1972号遺構 埋±2 (160) 「 [ ]十二年五月」 4644 ス ギ
WT1982号遺構 埋±2b 中央 「o[  ]□〔沢力〕[ ]」 ス ギ
WT1992号遺構 埋±2b 「 [ 「名取 [ ]与左衛門 ス ギ
WT2002号遺構 埋±3 「名取大 [    ]」 「[ クロベ
WT2012号遺構 埋±2 中央 「o名取 [   ]村□」 「o七月七日」 ス ギ
WT2022号遺構 G-10 lllttL2 中央 220 「o[ 4834 ス ギ
WT2032号遺構 坦1±2b 1270 「御 [
・「下
→ [     ]」 4720
スギ
WT2042号遺構 理±2b 中央 「o名取北日村□□郎」 スギ
WT2052号遺構 jll±2b 22.5 「御座□ 四月五日」 「名取郡宮沢村」 ス ギ
WT2062号遺構 埋±2b (270) 「柴田□ 〔郡力〕」 ス ギ
WT2072号遺構 埋±2b 「大□ 〔所力〕[   ]」 「 [ アスナロ
WT2082号遺構 埋±2b 横 「o[ ]」 「o名取 [   ]村[   ] 4842 アスナロ
VヽT2092号遺構 理±2b 横 「o[ 「。□五郎 [    ]」 アスナロ
WT2102号遺構 埋± 1 「三斗入九月二」 「□□彦左衛門」 スギ
VヽT2112号遺構 H‐8 埋±2 (980) 「御使ノ善四郎 「卯ノ八月迄 アスナロ
WT2122号遺構 埋±2b (1220)(340) 「△ (マ ) 4623アスナロ
WT2132号遺構 埋±2 (1700)(388) X弐□之内下伊沢」 4684 ス ギ
WT2142号遺構 埋±2 (7■0) 260 「享保五年十月 「 [ ] 4955 ス ギ




WT2162号遺構 埋±2b 中央 (1870)230 「。けせん□ 〔朝力〕□ 4885 ヒノキ科
VヽT2172号遺構 埋±2b 中央 (1530)250 ] 「o[ ] ス ギ
WT2182号遺構 G‐ 埋±2b 019‐b 横 (1370)305 「o享保五子ノ四月 「o江刺□ 〔鴨力〕沢村十内 4900 ス ギ
WT2192号遺構 埋±2b 「いぬ年□□ 〔二月力〕[  ] ] 4996アスナロ
WT2202号遺構 埋±2 022‐b 中央 「o御獲」 4800 ス ギ
VヽT2212号遺構 G‐ 埋土 l 022‐b 中央 「o御獲」 ス ギ
VヽT222号遺構 埋±2 021 中央 「o御□ 〔獲力〕」 4653 ス ギ
WT2232号遺構 H‐9 埋二L2 中央 「o御□」 ス ギ
WT2242号遺構 埋±2 中央 「o矢野左近」 4802 アスナロ
WT2252号遺構 埋土 l 中央 665 「o□□ 〔矢野力〕左近」 4676 ス ギ
WT2262号遺構 埋±2 中央 660 「o□〔樽横力〕 「o[   ]□兵衛」 4764 アスナロ
WT2272号遺構 埋± 1 022‐b 中央 660 「o小嶋□ 〔道力〕五郎」 ス ギ
WT2282号遺構 理±2 中央 「o□〔早力〕籠」 「o□□□」 アスナロ
WT2292号遺構 埋±2 022‐b 中央 190 「0■ノ十八年」 4768 ス ギ
WT2302号遺構 埋±2 中央 [
WT2312号遺構 埋±2 中央 690 265 「o御□や□」 「o御□や」 ス ギ
WT2322号遺構 埋±2 「吉田仁蔵」 「仁蔵」 4686 ス ギ
VヽT2332号遺構 埋±3 中央 (140) 「o岩切」 アスナロ
VヽT2342号遺構 埋±2 022-b中央 「o円真寺流」 「o御醤油」 4833 ス ギ
WT2352号遺構 埋±2 022‐b 中央 720 220 「o赤味噌」 「0三ノロ」 ス ギ
WT2362号遺構 埋±3 中央 1060 「o米蔵 [ 4612 アカマツ
WT2372号遺構 埋±2 022‐b 中央 「o諸白赤味噌」 ス ギ
VヽT2382号遺構 埋±2 022‐b 中央 1030 「o御□□布」 4739 ス ギ
WT2392号遺構 埋±2b 中央 280 「o木村寿程 〔焼印〕」 「o木村寿程 〔焼印〕」 4848アスナロ 50
WT2402号遺hll 理±2 280 「□部屋□ 〔鐙力〕」 「御□□ 〔茶挽力〕部屋□ 〔鑑力〕」 4682 アスナロ
WT2412号IEI構 埋±2b 中央2
箇所
200 「o吉浜早篭o」 「o石田三太夫o」 アスナロ
WT2422号遺構 埋±1 中央 1220 「o吉浜早篭」 「o石田三大夫」 クロベ
WT2432号遺構 埋±2 中央 「o吉浜披□ 〔鮭力〕」 「o石田三太夫」 4736アスナロ
WT2442号遺構 埋±3 横 長〔867〕短505 「o(マ)」
VヽT2452号遺構 埋±2b 840 墨書不明 墨書不明
WT2462号遺構 埋±2b 横 「oい」 「oい」





WT2492号遺構 埋±2 横 420 440 「oろ」 「oろ」
WT2502号遺構 埋±2b 横 560 106 「olこ」 「olこ」
WT2512号遣構 埋±2 横 590 墨書不明 墨書不明
WT2522号遺構 最下層 中央 1020640
・「o〔鳥の絵〕屋□
→       〔焼印〕」
・「o深谷上下堤
→ [   ]」 モ ミ属
表3-7 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表






? 遺構名 区 層位 型式
?? ?? 厚さ
(aull)
記11事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG―) 樹種 図 図版
WT2532号遺構 埋±2 中央 「o〔焼日1〕」 「o□〔下力〕信illヤロ 〔野力〕」 4673 モ ミ属
WT2542号遺構 埋±2 中央 「o〔焼印〕」 「oや □□→→→善助」 4668 モ ミ属
VヽT2552号遺構 G‐10 埋±2b 中央 1075610 「o〔焼印〕」
WT2562号遺構 埋±2 中央 (1750)(480)
。「o仙壺大所□
→ □□□ 〔六十四カ〕」 「o武右衛門」 4882 アカマツ
WT2572号遺構 埋 ±2 中央 1720264 「o仙蔓 小嶋重次郎」 4695 ス ギ
WT2582号遺構 埋±2 中央 570 「o仙蔓 荷物」 ス ギ
WT2592号遺構 埋 ±2b 260 「遠田御荷物
?
‥ 。「□儀□□□ [    ]」 ス ギ
WT2602号遺構 埋±2 中央 2740650 「o仙豊荷物」
「 跡部新之丞殿  皆川与平次
・ o高橋源助殿
→ □□彦六郎殿  加藤平助 」
アカマツ
WT2612号遺構 埋±2b 中央 「o仙壼勝手□□ 〔長松力〕」 アカマツ




→ 遠藤□左衛門殿   」 モミ属
WT2632号遺構 埋±2 中央 (36) 「o[   ]」 「o畠中□ 二瓶覚之丞」 4696アカマツ
WT2642号遺構 埋±2b 中央 「o二瓶覚之丞」 「o[   ]」 4742 スギ
VヽT2652号遺構 埋±2 中央 「o□ 〔御力〕[   ]」 「o[ ]」 4698アスナロ
VヽT2662号遺構 埋±2b 中央 630(119o) 「o姫君様 「o[ ]
WT2672号遺構 埋±2b 中央 (10■5) 643 「o□ 〔白力〕□
WT2682号遺構 埋±2b 「 [ ]」 「 [ 4855 クロベ
WT2692号遺構 埋±2b (280) [ ]」 ・□御□ 〔試力〕」
WT2702号遺構 埋±2b 011‐d (400) 「 [ ]」




→[     ]□□ 〔三百力〕
→七月廿六日」
「     様




→高梨善兵衛 」 「□□□」 モ ミ属
WT2732号遺構 埋±3
「大□ 〔儀力〕二「 1□ぬ人□と[   ]
→五前
→IP□〔吉力〕」







→六 [   ]
→瓜潰七十切入
→    □〔千力〕久左□□〔衛門力〕
→御上大所御用         」
WT2762号遺構 埋±2b 中央 (997) 「o丸小瓜□ 〔漬力〕→  □ 〔名力〕□」
WT2772号iEl構 埋±2b 中央 2680625
。「 享保六年    二平
→o瓜漬千六百四拾切 脇御用
→ 七月       平□ 〔八カ〕」
・「 [    ]拾六樽内  □□入









WT2792号遺構 埋±2 1290565 「瓜漬七拾切入→□□月 [ ]日」
WT2802号遺構 埋±2 中央 1280 「o御表潰 瓜□ 〔樽力〕」 「o白石流 (ママ)瓜」 アカマツ
WT2812号遺構 埋二112b
・「享保七年
→御潰   せんまい武百抱入









→   □付方         」
アスナロ
WT2832号遺構 埋二「_2 中央 「oけせん潰物」 「o[   ]」 アスナロ
表3-8 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表






? 遺構名 区 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG‐) 樹FTl 図 図版













→□□□         三平
→ [   ]□〔分力〕  平八」
WT2872号遺構 埋±2b
「 御台所御用   六平





「 丑ノ       平八
→壬七月五日     三平
→瓜付七拾切入
→□□ 〔三歩力〕なり     」
WT2902号遺構 埋±2 「問七月五日→瓜潰三拾切入」





→       □八」
「 [ ]」
WT2932号遺構 埋±2b 1290 瓜潰四拾切人」 4899アスナロ
WT2942号遣構 埋±2b 1230 「瓜潰六拾切入」 「なはなふ (ママ)や十右衛門」
WT2952号遺構 埋±2b 440
・「享保七年
一瓜漬六拾五切入」 「粕□別 [  ]」
WT2962号遺構 G‐10 埋±2b
「□□や□也
→      平八
→ [     ] 」




WT2992号遺構 埋±2b 283 「享保六年    三平→  六月十□ 〔九カ〕日」
WT3002号遺構 G‐10 埋±2b 000 「御上台 [   ]」 「九月十六日」
WT3012号遺構 埋±2b 000 (345) ・「□□□ 〔■村力〕三郎」 「与四郎」 4903アスナロ
WT3022号遺構 埋±2b
・「        権之丞
→かす□らや     」
。「大[    ]
→十月十 [  ]」
WT3032号遺構 埋±2b 1240 「 三平」 「七月四日」
WT3042号遺構 埋±2b
「[   ]
一千五や (ママ)御用」
WT3052号遺構 埋±2 000 1840 「□□ 〔御天力〕[   ]□〔天力〕」 4784 アスナロ
WT3062号遺構 埋±2b 1570249 「享保六年」 「 [




→十月十三日  柏□ 〔色力〕や」
WT3092号遺構 埋±2b 000 「     三平→御上大所御用 」
WT3102号遺構 埋±2
・「享保六年
一 [    ]
「 [ ]
WT3112号遺構 埋±2b (1180) 「□□□□ 〔粕魚御用力〕[  ]」 「 [
WT3122号遺構 埋±2b (112.0)(350) 「[  ]→享保五年□□」
WT32号遺構 埋±2b 270 ・「享保七年」 「へいはら」
WT34 2号遺構 埋±2b (1120)(200) 「□□様御用」
VヽT35 2号遺構 埋±2b 000 「七月十日」 「三□ 〔名力〕」
l17T36 2号遺構 埋±2b 1483 「享保六年 [  ]」
表3-9 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表




番号 遺構名 区 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載11項〔裏〕 樹種同定番号(MYG‐) 樹FTl 図版
WT3172号遺構 G‐ 埋±2b 000 (1340)375 「間九月拾 「 [ ]
WT3182号遺構 l 埋 ±2b 中央 「o志本可ま」
WT3192号遺構 埋±1 000 (800) ・□□□□ 〔御用荷入力〕 [ ]
WT3202号遺構 埋±2b (文様のママ)
WT3212号遺構 埋±2b (文様のママ) 68




WT3232号遺構 埋±2 墨書不明 アスナロ
WT3242号遺構 埋±2b ‐ロノ子」
WT3252号遺構 埋二112b021 「□□ 〔一切力〕」 68
WT3262号遣構 埋 二1ニ 「[    ]米四斗 [   ]」 5647
WT3272号遺構 埋±2 「□ 〔米力〕[     ]」 4866 ス ギ
VヽT3282号遺構 埋±2 170 「[     ]〔米四斗五升入リカ〕」 「□ 〔次力〕合十‐□」 5653 ス ギ
VヽT3292号遺構 ilJ12b051‐b 横 268 「o□□□□ 〔四斗五升力〕」 「o[ ス ギ
VヽT3302号遺構 埋±2 051 中央 1370 「o御[  ]米四斗五升入」 「o[   ]」 ス ギ
WT3312号遺構 埋±2 横 2275 「o御米四斗五升入」 アスナロ
WT3322号遺構 G-10理二L2b (132.0) 「御米四斗 [     ] 「名取 [    ]□□ 〔助八カ〕 5661 ス ギ
WT3332号遺構 埋±2 横 (868)253 「o米四斗 「o□ 〔田力〕□ アスナロ
WT3342号遺構 埋±2 600 (200) 「御米四斗 「□□ 〔名取力〕□□ ス ギ
WT3352号遺構 埋±2 「米四 「熊野 モ ミ属
WT3362号遺構 埋±2 「御年□ 〔貢力〕 「 [ ] 4629 ス ギ
WT3372号遺構 埋±2b (700)255 ・米 [ ] ・宮沢村 4620 ス ギ
WT3382号遺構 埋±2 (440)250 「米× ス ギ
WT3392号遺構 埋」12b 中央 (690) 「o米四斗□ 〔五カ〕× 「o富田× 5658 クロベ
WT3402号遺構 埋±3
埋土
(200) 。四斗五 × ・□□村 [    ] ケヤキ





WT3432号遺構 埋±2 ×□□□ 〔斗五升力〕× ・□□村× 4908 ス ギ
WT3442号遺構 埋±2b ×四斗五升 × ×村□次郎 アスナロ
VヽT3452号遺構 埋±3 (840) ・米四× [  ]村 4602 ス ギ
VヽT3462号遺構 埋±2 □ 〔米力〕[ ] ス ギ
WT3472号遺構 埋±3 ・餅四斗 [ ] 4599 ス ギ
WT3482号遺構 jll」12b 「塩引□
WT3492号遣構 埋±2 「 [ ] □ 〔茸力〕 「 [ ] アカマツ
WT3502号遺構 埋±2b (230) 「三斗入□ 〔弥力〕[   ]」 「七月Eコ」 ス ギ
WT3512号遺構 埋±2b 「名取 [
。「四月[    ]
→[      ]」 ス ギ
WT3522号遺構 埋± 1 0 [ ] [ ] 4635アスナロ
WT3532号遺構 埋±1 0 中央 墨書不明
WT3542号遺構 埋±2 0 「 [ 「 [ 4925 ス ギ
WT3552号遺構 埋±2 0 345 「 [ 「 [ スギ
WT3562号遺構 埋±2 0 中央 170 「o□」
WT3572号遺構 埋±2 0 290 「 [ 「 [ アスナロ
WT3582号遺構 埋±2 0 中央 1440 「o[ 「o[ アスナロ
WT3592号遺構 埋±2 中央 墨書不明
WT3602号遺構 埋±2 0 中央 「o[ アスナロ
WT3612号遺欄 埋±2 0 墨:!トイくり]
WT3622号遺構 埋±2b 0 1428 20.6 「 [ アスナロ
WT3632号遺構 理±2b 0 中央 1580 墨薔不明
WT3642号遺構 埋」12b 0 中央 墨書不明
WT3652号遺構 埋±2b 0 「 [ ・「□□」 アスナロ
WT3662号遺構 埋±2b 0 中央 1500330 「o[ 5660 ス ギ
WT3672号遺構 埋±2b 0 1600 「 [ 「 [ 5656 ス ギ
WT3682号遺構 埋■2b 0 「 [ 「 [ 5657アスナロ
WT3692号遺構 坦l±2 0 中央 「o□」
WT3702号遺構 埋±2b 0 中央 「o[ ス ギ
WT3712号遺構 埋二L2b0 墨書不明
WT3722号遺構 埋 ±2b 0 中央 墨書不明
WT3732号遺構 最下層 0 中央 320 「o[ コナラ節
WT3742号遺構 埋 ±2 445 「十二月十一日善四郎」 「 [ ス ギ
WT3752号遺構 埋±2 520 「子ノ[     ]」 ス ギ
表3-10 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表 (9)








記載事項 〔表〕 記載11項〔裏〕 樹種同定番号(MYG‐) 樹FTl 図版
VヽT3762号遺構 埋±2 2070 アスナロ
VヽT3772号遺構 埋±2 635 ]」 「 [ 4871 ス ギ
WT3782号遺ll■ 埋±2 中央 328 「o[ ]」 「o[ ]」 アスナロ
VヽT3792号遺構 埋±2 中央 950 26.0 墨書不明
WT3802号遺構 埋±2 中央 590 229 「o[ ]」 「o[ モミ属
WT3812号遺構 埋±2 590 ]」 「 [ 4968 ス ギ
WT3822号遺構 埋±2 横 290 5644 ス ギ
WT3832号遺構 埋±2 横 570 320 「o[    ]入」 5652 ス ギ
WT3842号遺構 埋±2b 中央 (240) ]」 「o[ 4979 ス ギ
WT3852号遺構 班1二L2 中央 220 墨書不明
WT3862号il構 理ユニL2 051‐b 中央 440 200 墨書不明 墨譴トイく:月 アスナロ
WT3872号遺構 埋±2b (175) 1    ]玉□ [ 〕 ス ギ
WT3882号遺構 埋±2b 260 「 [ ]」 「 [ ス ギ
VヽT3892号遺構 埋±2b 051‐b 中央 「o[    ]入」 「o[ 5654 アスナロ
WT3902号遺構 埋±2b 051 中央 580 「o[ ]」 「o[ クロベ
WT3912号遺構 埋±2b 051‐b 中央 「o〔 ]」 「o[ 4929 ス ギ
WT3922号遺構 埋二L2b 234 「 [ ]」 「 [ ス ギ
VヽT3932号遺構 埋±2b 320 墨書不明 墨籠トイく:月 ス ギ
WT3942号遺構 埋±3 「名取 [    ]」 「 [ ス ギ
WT3952号遺構 埋±2b 051 横 ‐o□」 アスナロ
VヽT3962号遺構 埋±3 墨書不明
VヽT3972号遺構 埋±3 440 墨書不明
VヽT3982号遺構 埋±3 墨書不明
VヽT3992号遺構 埋±3 051‐b 中央 182 [ ]」 4867 アスナロ
WT4002号遺構 埋±2b
。「[   ]
→ [  ]村勝之」 「□□四月」 アスナロ
WT4012号遺構 埋±3 (1080)220 [ ]」 [ ]」 ス ギ
VヽT402号遺構 埋±2 (loo o) [ ]」 [ ]」 ス ギ
VヽT4032号遺構 埋±2b (1300)280 墨書不明
VヽT4042号遺構 埋± 1 (730) ×□ 〔屋力〕八之助」 [ ]」 ヒノキ科
WT4052号遺構 埋二Ll (500) 享保 X 5648 クロベ
VヽT4062号遺構 埋±2 (530) 。□右衛門」 ・□入」
WT4072号遺構 埋±2 (1760) 「名取□ 〔九カ〕月 [  ] 「千□□□村 4883 アスナロ
WT4082号遺構 埋±2 「年七月□ 〔七カ〕」
・「[ ]
→ [     ]」 4939 スギ




VヽT4112号遺構 埋±2b 「[   ]三斗□ 〔六カ〕 「 [ ] 4948 ス ギ
WT4122号遺構 埋±2b (200) '「四斗□ 〔三カ〕升 「 [ ] ス ギ
WT4132号遺構 H‐9 埋±3 「御□ 「□ 〔名力〕□
WT4142号遺構 11lL2 220 ‐□□ アスナロ
WT4152号遺構 埋±3 「名取北方種次 「 [ ] 4937 スギ
WT4162号遺hlrl 埋±2 (960 「 [ ]」 「 [ アスナロ
WT4172号遺構 埋■2 019‐b 。「□ □」 ]」 アスナロ
VヽT4182号遺構 H‐9 埋±2 019 中央 (590) ] 「o□□ スギ
WT4192号遺構 埋±2 (860)(230) ・□□□□」 ・□ 〔筋力〕」 ス ギ




VヽT4212号遺構 埋±2 中央 (■26)
「o[     ]
→ [     ]
ス ギ
WT4222号遺構 増L二L2 中央 ] 5655 ス ギ
WT4232号遺構 埋 ±2 中央 (1400)(141) 「o[ ]」 「o[ ]」 4992 クロベ
VヽT4242号遺構 埋±2 ] 「 [ ] ス ギ
WT4252号遺構 埋 ±2 墨書不明 墨書不明 5649 アスナロ
WT4262号遺構 埋 ±2 「 [ ] 5665 アスナロ
VヽT4272号遺構 1 埋±2b 290 「[ ] 「□ ス ギ
WT4282号遺構 埋±2b ]」 「 [ アスナロ
VヽT4292号遺構 埋±2 252 ] 「 [ ] スギ
WT4302号遺h■l 埋±2b (1050)200 [ [ ]」 アスナロ 8
WT4312号遺構 埋1±3 (820) (読解不可 ) (読解不可) 4637クマシベ節 8
WT4322号遺構 埋±3 ]」 「 [ 8
WT4332号遺構 埋±3 (441) ・「□ 「□ 8
WT4342号遺構 埋±2 ] 「 [ ] 5664 クロベ 8
表3-11 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表 (10)




? 遺構名 区 層位 型式
?? ?? 厚さ
(oull)
記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG―) 樹種 図 図版
WT4352号遺構 埋土 l 019 8
WT4362号遺構 埋±3 (1030)(135) [ ] 8
WT4372号遺構 最下層 ] ] 8
WT4382号遺構 埋±2 (570)(340) 。□ 〔村力〕 [ ] アスナロ 8
WT4392号遺構 最下層 (670) [ ] [ ] 8
WT4402号遺構 埋±2 (800) □村× アカマツ 8
WT4412号遺構 埋±2 (280) 文太郎 アカマツ 8
WT4422号遺構 埋±2 (577)(269)17 「四十七× アスナロ 8
WT4432号遺hll 埋±2 (1470)(210) 「子ノ四月五日」 ス ギ





WT4452号遺構 埋±2 (1500)(110) ] ]
WT4462号遺構 埋±2 (1320) [ ] [ ]
WT4472号遺構 埋±2 (780)(140) ] ] モミ属
WT4482号遺構 埋±3 (490)(25.0) ×五升 ×村人作 ス ギ
WT4492号illlt H‐9 埋±2 。清助 ×入 ンノキ鮒
WT4502号遺構 埋±2b (228) ス ギ
WT4512号遺構 H‐8 埋±3 コナラ節
WT4522号遺構 埋±2 (1367) □」
WT4532号遺構 埋±2b (835) [ ] モクレン願
WT4542号遺構 埋±2 「 ∨□」
WT4552号遺構 埋±3 (550) [ [ スギ
WT4562号遺構 埋±2b (322) 「名取 「□
WT4572号遺構 埋±2b (350)(250) チト〔プL力〕□ 。□
WT4582号遺構 埋± 1 中央 750 墨書不明 墨書不明 83
WT4592号遺構 埋± 1 022‐b 中央 660 墨書不明 墨書不明
WT4602号遺構 埋± 1 中央 660 (155) 墨書不明 墨書不明
WT4612号遺構 埋±2 中央 680 ス ギ
WT4622号遺構 埋±2 中央 675 墨書不明 アスナロ
WT4632号遺構 埋±2 中央 675 「o□□」 4973 ス ギ
WT4642号遺構 埋±2 中央 「o□」
WT4652号遺構 H‐9 埋±2 中央 670 「o□」
WT4662号遺構 埋±2 022‐b 中央 墨書不明 墨書不明 4986アスナロ 84
WT4672号遺構 埋±2 中央 190 「o□」 「o□」
WT4682号遺構 埋±2 中央 ヒノキ科
WT4692号遺構 埋±2 中央 755 アスナロ 84
WT4702号遺構 埋±2 中央 墨書不明 84
WT4712号遺構 埋±2 (100) 墨書不明 4655 ス ギ 84
WT4722号遺構 埋±2b 022‐b (100)
WT4732号遺tt 埋±2 中央 736 「o□□□川」 アスナロ 84
WT4742号遺構 埋±2 (730) 84
WT4752号遺構 H‐8 埋J12 022 220 「□」
WT4762号遺構 埋±2 0 中央 1970 墨書不明
WT4772号遺構 埋±2 0 (2110)440 [ ス ギ
WT4782号遺構 埋± 1 0 中央 389 4965 スギ




WT4812号ill構 埋±2 中央 2400 ス ギ
WT4822号遺構 埋±2 中央 2
箇所
2750 墨書不明
WT4832号遺構 埋二L2b 「 」
WT4842号iE構 埋 ±2b 「 [
WT4852号遺h■l 埋±2 中央 2040512 ス ギ
WT4862号遺構 埋±2 (724) ] 「[   ]
→ [   ]
WT4872号遺構 埋±2 (250) 「あ□□」 アスナロ
WT4882号遺構 埋±2 (1344)(675) 「四月 アカマツ
WT4892号遺構 埋±2b (570)
WT4902号遺構 埋±2b ll 「□ 〔瓜力〕[ 「 [ 88
WT4912号遺構 埋±2 000 727 (238) 「享保□
WT4922号il構 H‐9 埋±2 (728)(350) □荷入」 88
表3-12 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表 (11)




? 遺構名 区 層位 型式
?? ??
?? 記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG‐) 樹種 図 図版
WT4932号遺構 埋±2 (170) 「享保× 「 [ ] 88
WT4942号遺構 埋±2b (875)(295) [ ]」 [ ]」
WT4952号遣構 埋±2 510 「[    ]六□→□ [   ] アスナロ
WT4962号遺構 埋±2b 1060
WT4972号遺構 埋±2b (1004)(272) ] 「 [ ]
WT4982号遺構 埋±2b (150) 「□ロヤロロロ」
WT4992号遺構 理二L2b (1330)(320) 「[    ]→□月二日
VヽT5002号遺構 埋±2 (960)(3■0)
「[   ]□〔台力〕
→取
WT5012号遺構 埋±2 (850)(132) ]
WT5022号遺構 埋 ±2b (260) 「 [ ]」 「 [
WT5032号遺構 埋±2b (12.6) [ ]」 [ ]」
WT5042号遺構 埋±2 (1440)(27.5) 「 [ ] 「 [ ]
WT5052号遺構 埋±2 墨書不明 墨書不明 4999 クロベ
VヽT5062号遺構 埋±2b (180) [ ] [ ]
WT5072号遺構 埋±2 (100.0)(407) [ ]→ [ ]」
WT5082号遺構 埋±2 (860)(200) 「 [ ]
VヽT5092号遺構 埋±2b 1170(71) 「 [ 「 [
WT5102号遺構 Hつ 埋±2 (870)(150) [ ] [ ]
WT5112号遺構 埋±2 (110) 「 [ ] 「 [ ]
VヽT512号遺構 埋±2 000 1200(100) 「□□」
WT5132号遺構 埋±2 000 (120) [ ]
WT5142号遺構 埋±2 (1090) 「 [ ] 4997アスナロ
VヽT5152号遺構 埋±2 000 (1150) 「 [ 〕 4672アスナロ
WT5162号遺構 埋±2b 1160(190) 「 [ ]」
WT5172号遺構 埋±2b (930) 「 [ ]
WT5182号遺構 埋±2b (950) [ ]
WT5192号遺構 埋±2b (561)(120) 0 [ ] [ ]
WT5202号遺構 埋±2b (648) l [ ]」 [
WT5212号遺構 埋±2b (880)(120) 3 [ ] [ ]
WT5222号遺構 埋±2b (180) 「 [ ]」
WT5232号遺構 埋±3 (1017)(184) 「 [ ] ・「□
WT5242号遺構 埋±3 (809)(193) □□
WT5252号遺構 埋±2b 000 (350)(190) 平」
WT5262号遺構 埋±2b (480)(140) 「亭 □ヽ
WT5272号遺構 G-11埋±2b (700)(400)
「 [ ]
→ [  ]
→ [  ]
WT5282号遺構 埋±2b (130) 「□
WT5292号遺構 埋±2 (620)43.7 「 [ ] ] クロベ
WT5302号遺構 埋±2 (170) 。□□ [ ]
WT5312号遺構 埋±2 (470)(150) 「 [ ] ]
WT5322号遺構 埋 ±2 (340)(160) ・□ ・ □
WT5332号遺構 埋±3 (530)(160) [ ] 4636 ス ギ
WT5342号遺構 埋±3 019 (880) (読解不可 ) アスナロ
WT5352号遣構 埋±2 (120) ・□□」 ・□」
WT5362号遺構 埋±2 (590)(190) [ ] [ ]
WT5372号遺構 埋±2b 1100 アスナロ
VヽT5382号遺構 H-9埋±2 (904) 「 [ ]
WT5392号遺構 埋±2 (750) ]
WT5402号遺構 埋±2 (360)(320) .□ 。□ 4632 アカマツ
WT5412号遺構 埋±2b ( (200) [ ]
WT5422号遺構 H8 埋±3 ( [ ] [ ]
WT5432号遺構 埋±2b
WT5442号遺柵 埋±2b (140) 「 [ 「 [
WT5452号遺構 H‐8 最下層 「 [ ス ギ
VヽT5461号遺構 G・H-8埋±3 019‐b 中央
・「o[
→御 [ 4596
VヽT5471号遺構 埋±3 中央 1250 「o増田村 [  ]」 モミ属
表3-13 武家屋敷地区第7地点出土木簡観察表 (12)




? 遺構名 区 層位 型式
?? ?? 厚さ
(Dull)
記載事項 〔表〕 記載事項 〔裏〕 樹種同定番号(MYG―) 樹種 図 図版
WT5481号遺構 3・H-8埋±3 「□□□
WT5491号遺構 埋±3 横 (201.0) 」
WT5501号遺構 埋±3 l 530(110) '「□ 〔下力〕ノ [   ]」 「 [ ]」 ス ギ
WT5511号遺構 埋±3 1 墨書不明 墨書不明
WT5521号遺構 埋±3 26.0 230 「名取 [      ]」 「 [ ]」 5646アスナロ
WT5531号遺構 埋±3 230 「 [
WT55424号土坑 埋±2 750 295 「御蔵入四斗五升入」 '「国分郡 (ママ)六丁目村久佐衛門」 4806 ス ギ
WT55524号土坑 埋±3 横 ( 540) 「o□□ 〔御前力〕米四斗五升入」 「o名取藤塚次郎七」 4808 ス ギ






「名取袋原村勘次右衛門 4875 ス ギ
WT55824号土坑 璧±2 中央 「o米四斗 [  ]」 「o筆甫村 [  ]」 4754 ス ギ
WT55924号土坑 里±3 390 ・「□□□ 〔米四斗力〕[  ]」
・「JI[   ]
→[   ] 」 ス ギ
WT56024号土坑 里±1
堅±2
1230 「米四斗五升入」 「名取吉 〔増力〕田村□」 ス ギ
VヽT56124号土坑 堅二L3 1440325 「米四斗五升入」 「□ 〔ロカ〕□村□□郎」 ス ギ
WT56224号土坑 理±2 1520265 「米四斗五升入」 「名取上余田村吉郎兵衛」 ス ギ
WT56324号土坑 埋±2 019‐b (1310)335 「三斗入 [  ] 。「□ 4804 ス ギ
WT5642 号土坑 埋±1埋±2 350 「御年貢米四斗五升」 「名取高柳村市之丞」
ス ギ
WT56524号土坑 埋±2 051‐b 2430 「三 [  ]」 アスナロ
WT56624号土坑 埋±1
埋±2
1440220 「[  ]□〔村力〕[ ]」 「丑九月」 モミ属
VヽT56724号土坑 埋±2 横 「o[  ] 「o□□□□□ ス ギ








lVT56924号土坑 埋±3 中央 「o仙墓 小嶋十次郎o」 4807 ス ギ
WT57024号土坑 埋±3 横 「o□」 (■何かの記号力) 「o□」 (■何かの記号力) アカマツ
WT57124号土坑 埋±3 4755アスナロ
WT57224号土坑 埋±2 墨書不明
VヽT57324号土坑 埋±3 中央 220 「o[ アスナロ
WT5742 号土坑 埋±3 2050300 □」
WT57524号土坑 埋 土 「□□」
WT57624号土坑 埋 土 (1340)275 ×田村 [  ]右衛門」 [ ス ギ
WT57724号土坑 埋 土 「 [ ス ギ
VヽT57824号土坑 埋 二11 )22‐b 中央 「o□」
WT57924号土坑 埋 土 (960)(220) ,□□ 〔善力〕 ・□四年五月 ス ギ
WT58024号土坑 埋 土 (690) 米四斗 ・□ 〔当力〕成賣 アカマツ
WT58124号土坑 埋 土 (420)(220) 四斗 ス ギ
VヽT5822号土坑 埋土 320 「名取□□ 〔柳生力〕村 [  ]」 ス ギ
WT5832号土坑 里土 中央 アカマツ
WT5842号土坑 里土 中央 「o名取ffi次村古内分」 クロベ 99
VヽT5852号土坑 堅土 2100 「 [ ス ギ
WT58629号土坑 埋 二Ll 「子ノ [
・「享[       ]
→□□ 〔御年力〕[    ]」 アスナ
ロ
WT587度乱 中央 「o[ ]」 4774 アスナロ
WT588撹乱 中央 1550 「o[ ス ギ
WT5892号土坑 埋土 865 (170) 「 [ 「[ ス ギ
WT5902号土坑 埋二|ニ (1180)(320) [ ]
WT5912号土坑 埋土 (356) 「米× 。「□ 4607 モ ミ属
WT5922号土坑 埋土 (145) [ ]
WT59318号土坑 里±2 (175) 「 [ ス ギ



















































































































飯泉茂 1994 「Ⅲ自然の移り変わり3仙台開府からの植生の変化 (2)林業との関わり」『仙台市史特別編1自然』pp.360-pp.364
飯泉茂、大友敬雄 1994 「Ⅲ自然の移り変わり5育んできた自然 (2)街や村の樹木相」『仙台市史特別編1自然』pp.148-pp.422
高倉 淳 2003 「第六章村々の生活 第三節山村の実態」『仙台市史 通史編4 近世 2』 pp.424-pp.440
千葉正樹 2004 「第三章村のなりわい 第四節村の景観」『仙台市史 通史編5近世 3』 pp.193-pp.218
東北大学埋蔵文化財調査室 2007 『東北大学埋蔵文化財調査年報19第3分冊』
日比野紘一郎 1994 「Ⅲ自然の移り変わり 5育んできた自然 (3)海岸林」『仙台市史 特別編1自然』pp.422-424




































































011‐c 長方形でも下端がやや細くなる 1 l 1
011-d長方形で厚手
019 一端が方頭で、他端は破損・腐食で不明 1
019-b一端が方頭、他端は細くなるが破損で不明 7 1 1
小型矩形 1 7
022-b小型矩形の一端を圭頭 l
032 長方形の材の一端の左右に切り込み 1 l
032‐b 長方形の材の片側に切り込み 2
033 長方形の一端の左右に切込み、他端は尖る 1 1
長方形の材の一端を尖らせる 2 1
051-b長方形の材の一端の片側を削って尖らせる ユ
長方形の材の一端を尖らせる、他端は欠損 1 1 1 2 1
065 用途未詳の木製品に墨書がある 1 1
折損、腐食によって原形不明 l 1 1 l 1 1
999 両端が尖る 1 1
000 木羽のような非常に薄い材 1
総 計 1 259 1 1 1
表4-1 武家屋敷地区第7地点出土木簡の型式と樹種の関係
Tab.4-l  lnterration between type of wooden tablets and identified wood specis at BK7
表4-2 武家屋敷地区第7地点出土木簡に記載された品物名別の樹種






































































米 7 1 1
せ ん襦 米











赤 味 噌 1






























鑑 の札 1 1
品物 不 明 l 1 2 1
総 計 1 l 1 1
表4-3 武家屋敷地区第7地点出土木簡に記載された地名と樹種の関係














































































































































地 なし、もしくは不明 l 1 1 295
総計 1 l 1 l 428






























































Tab.5-l Notes on seeds and nuts at BK7(1)
G-10    埋 ±2層  イチ ョウ
H‐10     埋±2b ヤブツバキ
1層  ヒメ グル ミ





Tab.5-2 Notes on seeds and nuts at BK7(2)
H-10    埋 ±1層  モ モ
G-10     埋±1層   ウメ
オニグルミ
7    埋 ±3層  オニ グル ミ
オニグルミ
オニグルミ






















1層  オニ グル ミ
オニグルミ
表5-3 武家屋敷地区第7地点出土種実観察表 (3)
Tab.5-3 Notes on seeds and nuts at BK7(3)
池 状 遺 構 新 段 階
オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 破 片
3a月]
176   21ナiEl
埋 ± 2層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分
埋 J■2月
'     
オ ニ グ ,レミ
J■2層 オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 割 跡 炭 化    1
埋 ± 3'唇    オ ニ グ ル ミ
±317w  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 食 痕
4く明枝
内 果 皮 半 分 書J跡
埋 ± 3層  モ モ      核 完 形
177   2-号‐翼1村む 12b層   オ ニ グ ソレミ 果 皮 半 分 割 跡
H-9    埋 ± 1層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 割 跡 1  内 果 皮 破 片
178 2号遺 構       H-9    埋 ± 1層  モ モ      核 完 形          1  核 半 分          1
178 2号遺 構       H-9    埋 ± 1層  モ モ      核 破 片         1
JlJ■1層  ウ メA     核 完 形
理L二上2b層  オ ニ ク句レ ミ    内 果
180   21}引腱相I 坦l±2b層  ウ メA     核 完 形
埋 ±2b層  ヒ ノ キ     球 果
埋 ± 2層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分
2‐号遺 構
構
186   21ナ」□
187   213‐力瞳lilJ
llll±2層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 完 形 炭 化
埋 ± 2層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 書り跡 炭 化
±2b層  オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 完 形 炭 化
理llJ■2層   オ ニ グ フレミ    内 果
オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 割 助ヽ
オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 多
オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 割 跡
2層~l●音F ヒ ョウ タ ンイ中間 果 皮 破 片
189 2号遺 構
190   2‐8‐翼よlit
191   2号‐遺 構 H-9      理1±3層
H-9・G-10 埋 ± 2・1層 ウ メB     核 完 形
埋 ± 2層
埋 ± 2層
内 果 皮 半 分 割 跡
192   21計力壁 果
193   2fナ」置布置 埋 ± 2b層 形
194   2ザナ劇壁
'付
ι 理性二I■2月] 核 破 片
196   2ザチカ戯布置
埋 ±2b層  ス ギ
埋 ± 2層  ウ メA
197   213^劇壁れ障 埋 ± 1層 オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 書J跡炭 化
198   2=計1置れ降
199   2‐Fチカ趾布置
201   2'チカ腱右諄
202   2‐写‐iEl'構
204   2‐号‐i置右障
IE二l■2層      オニ グル ミ
ウ メA
jF「±2b層  メ ロ ン仲 間   ftrl子
埋 ± 2b層 カボ チ ャ 11l l11
Jlll±1層
jT_±2b層   ウメA
果 皮 半 分 割 跡
オ ニ グ ル ミ   内 果 皮 半 分 割 助:
オ ニ グ ル ミ2-号‐遺 構
2号遺 llTl モ モ      核 半 分
埋 二L2b層  メ ロ ン仲 間
埋=L2層
埋 ± 2層 ウメA
内 果 皮 半 分 割 跡
核 完 形
2号遺 構 埋 ± 2層 オニ グル ミ 1勾果






220   2‐F)1よ布置 坦LJ■2'面 オ ニ グ ル ミ   内 果
221   2 埋 二Ll'□ 核 完 形
221   21シ1瞳布置 坦ll二Ll月ヨ
222   21ナ1まれ置 lllttL2月
'












2号遺 G-11 埋 ± 2層 オニ グル ミ
2号遺 構 H-8 坦ll±2層 オニ グ ル ミ Itrtt化
埋 ±2b モ モ       核 完 形2号遺 構
核
カヤ      種 子 破 片
」二D6
オ ニ グ ル ミ
オニ グル ミ 1勾
表5-4 武家屋敷地区第7地点出土種実観察表 (4)
Tab.5-4 Notes on seeds and nuts at BK7(4)
オニグルミ







F-11    埋±2・ 1層 オニグルミ
オニグルミ
土坑     ‐     埋±2層  オニグルミ
埋 ±2層  オニ グル ミ
オニグルミ
の下   ク リ
1層  キサ サ ゲ








Tab.5-5  Count the seeds and nuts fronl the each features dated 17th century at BK7




J ug lans mands hurica Maxim.
var. sachalinensrs (Miyabe et Kudo) Kitamura
Juglans
Prunus persica Batsch.

















Tab.5-6 Count the seeds and nuts from the each features dated 18th century at BK7(1)
分類群名
大規模廃棄土坑   廃棄土坑 井戸   溝


























Cryptomeria japonica (L.f .) D.Don
Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Endl.
J uglans mandshurica Maxim.
var. sachalinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura
J u g lans mands hurica Maxrm.
v ar. s ubc o rdifonnis Dode
Prunus persica Batsch.
Prunus mumeL.typeA
Prunus mume L. typeB
Acer mono L.
Camelia japonicaL.





















































































































Tab.5-7 Count the seeds and nuts from the each features dated 18th century at BK7(2)
分類群名 出土部位＼遺構
使用目的不明土坑      基本層













Torreya nucifera Sieb. et Zucc.
Pinus thunbergii Parl.
Pinus
J ug lans mands hurica Maxim.
var. sachalinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura
J ug lans mandshurica Maxim.
v ar. subcordiforzis Dode
Prunus persica Batsch.
Prunus mume L.typeA
P r unus sect.Pseudocerasus typeA
P runus sect.Pseudocerasus typeB
P r unus sect.Pseudocerasus
Camelia sinensis O. Kuntze



























































Tab.5-8  Count the seeds and nuts fronl the each features dated the final edo period to the initial ⅣIeiji period
分類群名                         出土部位＼遺構 池状遺構新段階  2号土坑 1号柱列柱4・131号柱列柱5) u 3 ') Pinus thunbergii Parl. 球果           1      4      ‐  ―
球果風化        -      1      -      ‐
球果          -      1      ‐  ‐
内果皮半分       1      2      ‐ ‐
var sac力α′″ι′,sお(Miyabe et Kudo)Kitamura  内果皮半分割跡
ウメA Prunus mume L. typeA
内果皮食痕       ―
内果皮風化       ―
内果皮破片       5
内果皮半分割跡     1
内果皮半分       ―
内果皮完形       ‐
内果皮風化       ‐
内果皮破片       2
核半分         1
核完形         ‐
核破片         1
核完形         ―
核欠け         ‐
核破片         ‐
果皮破片        1
呆実          ―




Cryptomeria japonica (L.f .) D.Don
t 
= 
/ lv -. Juglans mandshurica Maxim.
V ) / )V i Juglans mandshurica Maxim.
v u. s ubc o rdifornris Dode
jEJE Prunus persica Batsch.
フジ属     ИsセrJα


















―      -      1
33           -            ‐
12            ‐       ‐
















J u glans mands hurica Maxim.
var. sachaLinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura
Prunus persica Batsch.













1.イチョウ、種子 (35)2.クロマツ、球果 (267)3モミ属、種鱗 (280)
5.ヒノキ、球果 (180)6カヤ、種子 (213)7.オニグルミ、内果皮炭化
9.オニグルミ、内果皮半分割跡 (123)10ヒメグルミ、内果皮半分割跡






Fig.5-l Seeds and nuts at BK7(1)
15.サクラ節A、 核 (22)16.サクラ節B、 核 (29)17フジ属、果皮破片 (300)18キササゲ、果実 (300)
19イタヤカエデ、種子 (56)20.ヤブツバキ、種子 (40)21チャ、種子 (39)22.キンポウゲ属、呆実 (244)



























































































































































































?   ,   ,   1   1   ,In
2号遺構土壌サンプル註記
A=1 10YR2/1黒 粘上 粘性強 しまり弱 小礫・炭化物をわずかに含む
B=2 10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中 小礫・木製品をわずかに、炭化物を多く含む
C=3 10YR17/1黒 砂質シルト 粘性強・しまり弱 小礫・木製品をわずかに、炭化物を多 く含む
D=4 10YR2/2黒褐色 粘土 粘性強・しまり弱 木製品・炭化物を多く含む
E‐5 10YR2/1砂質シル ト 粘性強・しまり中 炭化物・木製品を多 く含む
F=6 10YR17/1黒 シルト 粘性強 しまり中 炭化物・木製品を多 く含む
G=8 10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性中・しまり中 炭化物・木製品を多 く含む
H=9 10YR3/1黒褐色 砂 粘性弱 しまり弱 木製品 礫を多く含む
I=H 10YR2/2黒褐色 砂質シルト 粘性中 しまり弱 木製品を多量に含む
J=13 1～r3/3暗褐色 粘土 粘性強・しまり弱 木質をラミナ状に含む 小礫をわずかに含む
K=14 10YR2/2黒褐色 粘 I: 粘性強・しまり弱 木質をラミナ状に含む 炭化物・砂をわずかに含む
L=15 10YR2/2黒褐色 シル ト 粘性中・しまり中 炭化物を多量に含む
M=22 25Y3/1黒褐色 粘土 粘性強・しまり中 炭化物・黄褐色粘土を含む
N=21 10YR5/1褐灰色 シル ト 粘性中・しまり弱 多量の種子含む 17と同一層
0=19 10YR2/1黒 粘土 粘性強 しまり中 炭化物 多量の木製品を含む 種子をわずかに含む
P=23 10YR2/2黒褐色 シル ト 粘性強 しまり弱 本質をラミナ状に含む 炭化物を多く含む












































ホソウミニナ Ba"あ滋 cum力」 (CrOsSe)
タマキビ科 Littorinidae gen.et sp.indet












ヤマ トシジミ Corbic口fa」iapοnfca Prime
ミノガイ科 Limidae
ナミマガシワ スコomfwa α勧℃nsis(Philippi)
フネガイ科 Arcidae gen.et sp.indet
マルスダレガイ科 Veneridae
アサリ R口」ねpes p力IIわpinarum(Adams et Reeve)
























アユ PFecοgfssus afゴveFuis afゴveflis(Temminck et Schlegel)
ウナギ科 Anguillidae
ウナギ Ang減ぬ」iapor2ゴca(Temminck et Schlegel)
ウミタナゴ科 Embiotoddae
ウミタナゴ Ditrema lemmmctt temmmc層(Bleeker)
カタクチイワシ科 Engraulidae
カタクチイワシ Engraυ施 i神οnica(Houttuyn)
カレイ科 Pleuronectidae gen.et sp.indet
コイオ斗 Cyprinidae gen.et spo indet
コチ呵斗 PlatyCephalidae gen.et sp.indet





サヨリ remliramp力us saヵ面(Temminck et Schlegel)
スズキ科 Serranidae
スズキ Lateofabrax」iapοnたus(CuVier et Valenciennes)
タイオ斗 Sparidae
マダイ Pagrus maJor(Temminck et Schlegel)
チダイ Evynコlis」iapοnJica(Tanaka)
タラ希キ Gadidae gen.et sp.indet
ニシン科 Clupeidae gen.et sp.indet
ハゼ科  Gobiidae gen.et sp.indet
ヒラメオ斗 Paralchthyidae
ヒラメ Parafic力油ys οffyaceus(Temminck et Schlegel)
















キジ科 Phasianidae gen.et sp.indet
スズメロ Passeres
カラス科 Corvidae gen.et sp.indet
チ ドリロ Charadr五fo mes


















アカニシ  Rapana venοsa
大形の岩礁性貝類で食用とされる。27号溝埋±3層・4層から各 1点、 2号遺構埋±1層から破片が出土して
いる。いずれも大形のものである。点数が少ないため、食用であったとしても利用頻度は低かったであろう。
ホソウミニナ  BaゴIFaria cum力gi
外海の干潟や岩礁の間の泥底に生息する貝。アワビ類などに付着してきたものと思われる。2号遺構埋±2b
層から検出された。
タマキビ科  Littorinidae gen.et sp.indet
アワビなどに付着して搬入されたものと考えられる。24号土坑から検出された。









































アサリ  Raduiねpes pぬnippharum
日本各地の内湾潮干帯砂泥底に生息する。当地点からの出土は少ない。



































マアジ属  Tra“urus sp.indet
歯骨 。前上顎骨などの頭部骨を中心として出土している。集計はしなかったが、稜鱗 (いわゆる「ぜいご」の
部分)も多く見られた。
ブリ属  SeriOla sp.indet
2号遺構埋±2b層から尾椎が1点出土しているのみである。かなり大形のものである。ブリ、ヒラマサ、カン
パチなどの可能性が考えられる。
マアナゴ  εοnger mynasたr
2号遺構埋±2層から尾椎が1点出土している。椎体の側面に削いだような切断痕が見られる。























































タイ科   Sparidae gen.et sp.indet
戯水から汽水にかけて生息する。種レベルまで同定できたものはマダイとチダイであった。



















フサカサゴ科   Scorpaenidae et sp.indet
岩礁性の沿岸魚である。主鯉蓋骨、腹椎が検出されたが点数は少ない。クロソイ、メバルなどが含まれている
と考えられる。










ヒラメ   Paralichιぬys oflivaceus
2号遺構埋±2層から擬鎖骨が1点出土している。比較的大きな個体のものである。






















シギ科  Scolopacidae et sp.indet
































内田 亨 1979 『新編日本動物図鑑』北隆館
岡村収 。尼岡邦夫 1997 『山渓カラー名鑑 日本の海水魚』山と渓谷社
奥谷喬司ほか 2000 F日本近海産貝類図鑑』東海大学出版会
川崎健・佐々木浩- 1980 「仙台湾の魚類相と海洋環境」『海洋科学』127 pp.358～364
川那部浩哉・水野信彦 1963 『原色日本淡水魚類図鑑』保育社
川那部浩哉 。水野信彦 1963 『山渓カラー名鑑 日本の淡水魚』山と渓谷社
酒井敬- 1986 『南三陸の沿岸魚』志津川町
高野伸二 1981 『日本産鳥類図鑑』東海大学出版会
高野伸二 1985 『山渓カラー名鑑 日本の野鳥』山と渓谷社




渡部忠重・奥谷喬司 1983a 『学研生物図鑑 貝 I』 学習研究社



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































埋±2層 H‐8 7 Ll・Rl
H-9 6 1 R2
H‐10 1 ユ
埋±2層小計 l 1
埋±2b層 G‐10 1 1 1
H-10 Rl
H-11 1
埋±2b層小計 l 7 1 1
2号遺構合副 1 1 1 1 1
24号土坑 埋±3層 F‐10区 1
その他の貝類総計 1 1 1 1 1
表6-3 武家屋敷地区第 7地点出土その他の動物遺存体出土量表
Tab.6-3  List of Arthropoda and EchinOdermata frOm BK7
24号土坑 2号遺構
埋±3層 埋±2層 埋±2b層
H‐8区 I H‐9区 H‐10区
$足動物
フジツボ (大型) 1




Tab.6-4 List of Pisces(fish)recOVered in excavation from BK7(1)
小分類 部位
24号土坑 2号遺構 その他の遺構 合計埋±3層 埋±1層 埋±2層 埋±2b層 埋±3層
アイナメ属 前鋤骨 M 3
前頭骨 L  2
副蝶形骨 Ⅳ1  2
基後頭骨 M  3
前上顎骨 L  l L  3  R  5
歯骨 L  l  R  2
主上顎骨 L  l 1
角骨 L  l  R  2
方骨 L  l L  2  R  3
口蓋骨 L  5  R  3
舌顎骨 L  l 1
主鯉蓋骨 R  2 R  l
前鯉蓋骨 L  l 1
問鯉蓋骨 L  l  R  lL  l
下鰍蓋骨 L  l 1
角舌骨 R  2 R  2
上舌骨 L  3  R  lR  l
擬鎖骨 R  2
上擬鎖骨 R  2 R  l
後側頭骨 L  l  R  2
第一椎骨 M l M l M l
第二椎骨 M l 1
腹椎 M l M 3 4ヽ  57 M  5
尾椎 M  4 M 4 Nl 148 Ⅳ1 20 M l
尾部棒状骨 M  2
アイナメ属合計 263 l
マアジ属 前鋤骨 M l 1
副蝶形骨 M l 1
前上顎骨 L  l  R  l R  2L  l
主上顎骨 L  l R  lL  l L  l
歯骨 L  2  R  lL 2  R  l
角骨 L  2
方骨 R  l R  l
舌顎骨 L  l  R  l
上舌骨 R  l 1
角舌骨 L  l  R  l
後側頭骨 R  l 1
肩甲骨 R  l 1
第二椎骨 M l M l
尾椎 M 2
腹椎 M l 1
マアジ属合副
プリ属 尾椎 M l 1
プリ属合計 1 1
マアナゴ 尾椎 M l 1
マアナゴ合副 1 l
ア ユ 角骨 R  l 1
腹椎 N/1  7 M  2 M 8 M 8 M 3
尾椎 M 3 Ⅳl  ll
アユ合計
ウナギ 尾椎 M l M l
腹椎 M l M 2
ウナギ合計 1 1 1
ウミタナゴ 咽頭骨 M l M l
後側頭骨 R  l 1
舌顎骨 L  l L  l
腹椎 M l M 2
ウミタナゴ合計 1
カタクチイワシ腹椎 M H M  2
尾椎 Ⅳ1 25 M l
カタクチイワシ合計
表6-5 武家屋敷地区第7地点出土魚類出土量表 (2)(発掘時取り上げ資料)
Tab.6-5 List of Pisces(flsh)recOVered in excavation from BK7(2)
小分類 部位 24f計二L 2号遺構 その他の遺構 合計埋±3, 埋 ±1層 埋 ±2層 埋±2b層 埋 ±3層
カレイ科 前鋤骨 M l
前上顎骨 L  l L  l
歯骨 R  l R  l
角骨 L  l l
方骨 R  l l
舌顎骨 L  l 1
前鯉蓋骨 R  l 1
肩甲骨 L  l 1
上擬 鎖骨 L  l
後側頭骨 R  3
M 4
第一 血 M 2 M 7 Ⅳ1  5
第二椎 M l 1
lオ性 M l M l M 13 M  2
尾椎 Ⅳ1  5 M  9 Ⅳ1  90 M 23
カレイ科合計 7 177
コイ科 腹 椎 M 1
腹椎 側 突起 R  l
コイ科合計
コチ科 上師骨 M l 1
側飾骨 R  2
前頭骨 L  2  R  l
前耳骨 L  2  R  l
上耳骨 L  2  R  2
上後頭骨 M l 1
基後頭骨 M l 1
前上顎骨 L  l 1
歯骨 L  2 L  2  R  l
主上顎骨 L 1 1 L  l
角骨 L  l L  l
方骨 L  l 1
涙骨 L  2  R  lR  l
舌顎骨 L  l 1
主鯉蓋骨 R  3L  l
前鯉 蓋骨 R  l R  l
間螺蓋骨 L  l R  l
下鯉蓋骨 L  2
上舌骨 L  l 1
擬鎖骨 L  l 1
後側 頭骨 L  l  R  l
肩 甲骨 L  l R  l
尾椎 M l 1
腹椎 M  2
コチ科合計 1
サケ科 尾 椎 M 2
サケ科合計
カッオ lall師骨 L  l 1
南頭 骨 R  l 1
副蝶形骨 M l 1
翼耳骨 L  l  R  l
基後頭骨 M l 1
前上顎骨 R  l 1
歯骨 L  2  R  2
上顎骨 1
角 骨 L  2  R  l
方骨 L ユ R 1
舌顎骨 L l R 1
主鯉蓋骨 L  5  R  2
前鯉蓋骨 L  3  R  4
間鰍 蓋 L  2  R  3
下鑑 蓋 L  5  R  2
尾舌骨 M l
角舌骨 L  2 L  2  R  2
上舌骨 L  l  R  3
第一椎骨 M l 1
腹椎 M l 1
尾椎 M l M 5
下尾骨 M l 1
カツオ合言十 1
マグロ属 角骨 L  l
歯骨 L  l 1
尾椎 M 2 M  2 Ⅳ1  54号井戸IL l層 Ml
椎 M  3
下尾 骨 M l 1
マグロ属合計 1 1 1
表6-6 武家屋敷地区第7地点出土魚類出土量表 (3)(発掘時取り上げ資料)
Tab.6-6 List of Pisces(fish)recovered in excavation from BK7(3)
小分類 部位 24サ計二L 2号遺構 その他の遺構 合計埋 ± 3, 埋 ±1層 理 ±2層 埋 ±2b層 理 ±3層
サヨリ 基後頭 骨 M l 1
前上顎 骨 L  l L 1 R 1
歯 R  l 1
R  l 1
肩 甲 L  l 1
前頭 R  l 1
腹椎 M 12 R/1  53 M 17
尾椎 M l M 3 M 14 M 5
尾部棒状骨 M l 1
サヨリ合計
スズキ 歯骨 R  l 1
主鯉蓋骨 R  l 1
角舌骨 R  l R  l 2
尾椎 M 3 3
腹椎 M l 1
スズキ合計 1 5
マダイ 頭 骨 M 2 M 2 M l M 2 4号井戸埋 1層 Ml
上 後頭 骨 M  5 M 2 7
マダイ合計 7 1 1
マダイ亜科 前上顎 骨 L  4  R  3L 5  R  3
主上顎骨 R  2L 1 R 1 L  5  R  4
歯骨 L  l  R  3L l R 1 L  6  R  4
角骨 L  2  R  2L 6  R  3 ビット5埋土 Ll
方骨 L  l L l R 1 L  2  R  6
口蓋骨 L  l L  2  R  2L 3  R  3
舌顎骨 L  l  R  l
主鯉蓋骨 L  4  R  4L 2  R  3R  l
前鯉蓋骨 L  l L  3  R  2L 8  R  3L l  R  l
尾舌骨 M 2 M 7 M 9
角舌骨 L  l  R  lL   R  3L 5  R  3
上擬鎖骨 R  3L  l  R  2L l  R  l
マダイ上科合計 1
タイ科 慮鋤骨 M
副蝶形骨 M 2 Ⅳ1  4
翼耳骨 L  3  R  5 L  l  R  2
主上顎骨 R  l 1
前鯉蓋骨 R  l l
問鰊蓋骨 R  l R  4
下鯉蓋骨 L  l L  l  R  2L l  R  lR  l 7
尾舌骨 M l l
上舌骨 L  4  R  4
縫£賢骨 R  lL  l  R  l
上擬 鎖 骨 R  l l
さ側頭骨 R  l l
耳石 不明 1 1
口 L  l  R  l 2
L  l 1
R  2 R  l
神経間棘 M l 1
血管間棘 M l M l M l
一椎骨 M l 1
二椎骨 M l l
尾部棒状骨 M l M 4
タイ科合言|
マダイ型 腹椎 M l M 2 A/1  3
尾椎 M 4 M  4
マダイ型合計 1 6
チダイ 前頭骨 L  l 1
上 後頭 骨 M l 1
チ ダイ合 計
タラ科 目骨 L  l  R
角骨 L  l 1号遣構 Rl
口蓋骨 L  l  R  l
主鰍蓋骨 R  l 1
前鰍蓋骨 R  l 1
角舌骨 L  l 1
上擬鎖骨 L  2
後側頭骨 L  l 1
耳石 不 明 1 1
尾 M 2 M 2
腹 M 2 M l M l
タラ科合 計 1 l
第二椎 骨 M l 1
ニ シ ン合 計
ニシン科 腹 椎 M  4 M
シ ン科 合 計 1
表6-7 武家屋敷地区第7地点出土魚類出土量表 (4)(発掘時取り上げ資料)
Tab.6-7 List of Pisces(fish)recOVered in excavation from BK7(4)
小分類 部位 24号土坑 その他の遺構 合計
,』l [ 埋 ± 1 埋 ±2 瑳E L2b 埋 ±3層
ハ ゼ科 前鋤骨 M l M 3
頭 骨 L  l  R  l
目U蝶形 1 M 2 M l
上後頭 4 M l 1
基後頭骨 M l M 5
前上顎骨 L  l L  2  R  lL 6  R  5
歯骨 R  l L  3  R  lL 2  R  l
主上顎骨 R  2L  2  R  4
角骨 R  l R  l
方骨 L  l  R  lL 3  R  l
舌顎骨 R  2L  3  R  2
主螺 蓋 4 R  l L  l L  4  R  3
L  l 1
尾舌 M l Ⅳ1  2
L  2 L  4  R  l
角舌骨 L  2 R  l
擬鎖骨 L  l  R  lL 3  R  2
さ側頭4 R  l L  l  R  3R  4
一 稚 4 M 5
二 椎 M 2
腹椎 M 4 M 21 M  40
尾椎 M l M  14 M  56
尾部棒 状骨 M 3
ハゼ科合計
ヒラメ 1擬鎖 骨 L  l
ヒラメ合計 1
フサカサゴ科 主鯉蓋骨 L  l L  l  RL R
上耳骨 R  l l
腹椎 M l 1
フサカサゴ; 合 計
カナガシラ 前鋤骨 M 2
前頭骨 L  l  R  lL l M 2L  l 慇号土坑埋2層 Ll
耳 骨 L  l  R  lL   R  2
面上顎骨 L  l l
主上顎骨 L  l l
骨 L R
R  l 1
骨 L  l 1
戻骨 R  l R  3L  l
舌顎骨 R  l 1
主鯉蓋骨 L  l  R  2L l
尾舌骨 M l 1
能鎖骨 R  lL  l R  lL  2 L  l
R  2 R  l
一 幕 4 M 2
二 稚 M l
カナガシラ合計 1
カナガシラ型 昆珊腟 M 6 A/1  4 l
尾椎 M 3 M 10 M 6 1号遺構 Ml
カナガシラ型合計 1
不 明 上顎 4 L  l
M l
基後頭 4 M l M l
M l
歯骨 L  l
角骨 L  l L  l
方骨 L  l L  2
口蓋骨 L  l
主鯉 蓋骨 L  l
R  l 不明 1
下鰍 蓋 4 R  l l
凝鎖骨 L  l L  3
上擬鎖骨 L  l 1
後側頭骨 L  l l
耳石 ニベ科?  1 1
肩 甲 :明 l R l 不 明 1
L  l l
第一椎骨 M l M
椎骨 M 3 M 2 M 2 M 2
尾椎 M l M M 10 M  7 1
腹椎 M 4 M  6 M  4 M 3
尾部棒状骨 M 2 M l
複合椎骨 M l 1
不明合 計
全種 類 総計 830 505 1.563
表6-8 武家屋敷地区第7地点出土魚類出土量表 (土壌サンプル)
Tab.6-8 List of Pisces(flsh)Caught On the screen from BK7
小分類 部位 左右
2号遺構
合計A B B② C D D② D⑥ F② G H N⑤ Q④
アイナメ属 前頭骨 L 1 1
方骨 R 1 1
尾椎 M
唄椎 M 1 1
アイナメ属合計 2 1
ア ユ 尾部棒状骨 M 1 1
アユ合計 1 1
カレイ科 前鯉蓋骨 L 1 1
第一血管間刺 M
喰椎 M l 1 1 1
尾椎 M 1 1 1
カレイ科合訓 1
コイ科 腹椎 M ユ 1
コイ科合計 1 1
サヨリ 歯骨 L l 1
サヨリ合計 1 1
マダイ亜科 前上顎骨 L 1







舌顎骨 R 1 1
尾舌骨 M 1 1
マダイ亜科合計 1 1
タイ科 主鯉蓋骨 R 1 1
間鯉蓋骨 R 1 1
角舌骨 L 1 1
肩甲骨 R 1 1
血管間棘 M 1 1
尾椎 M 1
タイ科合計 1 2 1
タラ科 主鯉蓋骨 L 1 1
間鯉蓋骨 L 1 1




カナガシラ 前頭骨 M 1 1














凝鎖骨 L 1 1
第一椎骨 M 1 1
唄椎 M
尾椎 M 1
lll骨 M 1 1
不明合計 1 1 1 1
土壌サンプル検出魚類総訓 6 1 1 1
表6-9 武家屋敷地区第7地点出土鳥類出土量表 (1)




埋±3層 埋±1層 埋±2層 埋±2b層 埋±3層 土壌サンプル
カモA 上腕骨 L 完形 1完形 3 遠位 3骨幹 1





R 完形 1 1
尺骨 L 完形 3 遠位 1
R 近位 1 遠位 1完形 1
尺側手根骨 L 完形 1 1
中手骨 完形 1 1
大腿骨 近位 1 1
肛骨 近位 1 1
R 遠位 2
中足骨 L 完形 2 完形 1
完形 1完形 1 完形 1
カモB 上腕骨 近位 1 遠位 1近位 1
R 完形 1 近位 1
遠位 2
近位 1
椀骨 R 完形 2
尺骨 完形 1完形 4 近位 1
R 完形 3 骨幹 1完形 1
中手骨 完形 1 1
R 完形 1 1
肛骨 近位 1 遠位 1
骨幹 2
中足骨 R 完形 2 完形 1 完形 1
カモC 尺骨 遠位 1 1
第三指骨 完形 1 1
胆骨 L 遠位 1 1
中足骨 R 完形 1 1
カモD 尺 骨 遠位 1 1
中手骨 完形 1 1
肛骨 R 遠位 1 1
カモE 上腕骨 遠位 1 1
撓骨 遠位 3
尺骨 L 遠位 1 完形 2
R 完形 1 完形 1
中手骨 L 完形 2
R 完形 1 1
第三指骨 L 完形 1 1
R 完形 2
肛骨 遠位 1 1
R 遠位 3
中足骨 近位 1 1
R 完形 2 近位 2
遠位 1
ガン類 鳥口骨 L 下位 1 ユ
上腕骨 L 骨幹 2 完形 2 近位 5
遠位 10 骨幹 3
近位 6 遠位 5 近位 1
R 遠位 2 完形 1 近位 5
遠位 12 骨幹 4
近位 3 遠位 3 近位 1
撓骨 L 完形 10 近位 4
3
完形 2 近位 8
1
近位 1
R 完形 7 近位 9
遠位 1 骨幹 1
完形 3 近位 1遠位 1
尺 骨 L 完形 10 近位 4
遠位 1 骨幹 1
完形 4 近位 5
遠位 1 骨幹 1
近位 1
完形 10 近位 8
骨幹 3
完形 2 近位 3
骨幹 1
中手骨 L 完形 1 遠位 1 遠位 1
R 完形 1完形 1 遠位 1
第三指骨 R 完形 1 1
大腿骨 L 近位 1 遠位 2完形 1 遠位 2
骨幹 1
骨幹 l
R 完形 1遠位 2 完形 1 遠位 5
骨幹 1
表6-10 武家屋敷地区第7地点出土鳥類出土量表 (2)
Tab.6-10 List of Avesfrom BK7(2)
小分類 部位 左右
24号土坑 2号遺構
合計埋±3層 埋±1層 埋±2層 埋±2b層 埋±3層 土壌サンプル
ガン類 睡骨 L 完形 3 近位 4
遠位 9
完形 3 近位 3
遠位 7 骨幹 1
遠位 1
骨幹 1
R 完形 3 遠位 5
骨幹 3
完形 1 近位 1
遠位 4
骨幹 1
中足骨 L 完形 9 近位 1
遠位 1




R 完形 6 近位 1
遠位 3
完形 5 近位 2 完形
骨幹 1
端尾骨 M 完形 1 1
ガンカモ科 下顎骨 M 完形 1 完形 2
頭蓋骨 M 完形 2
環椎 M 完形 3
頸椎 M 完形 1 1
胸骨 M 左側 1 右側 1
尺側手根骨 L 完形 2
R 完形 1 1
キジ科 撓骨 L 完形 4
完形 1完形 1
尺骨 L 完形 7 完形 2
完形 1 近位 1
尺側手根骨 L 完形 1 1
R 完形 2 完形 1
中手骨 L 完形 2
R 完形 1 完形 1
第三指骨 L 完形 2 完形 2
R 完形 1 l
大腿骨 L 近位 1 l
肛骨 L 遠位 3 遠位 1
R 遠位 1 l
中足骨 L 完形 5
R 完形 6 骨幹 4 遠位 1
蹴 爪 L l
シギ科 上腕骨 R 近位 1 遠位 1
撓骨 R 完形 2
尺骨 L 近位 1 1
第三指骨 L 完形 1 1
カラス科 上腕骨 R 近位 1 遠位 1
尺骨 L 遠位 2
中手骨 L 完形 1 1
R 完形 1 1
不 明 下顎骨 後位 2
R 近位 1 1
頸椎 M 完形 1完形 2 完形 12 完形 1
胸椎 M 完形 3
肩甲骨 R 完形 1 1
胸 骨 M 中央部 1 右側 1 中央部 1
寛骨 破片 2 中央部 1 破片 1
上腕骨 L 遠位 1近位 1近位 1 骨幹 1
R 遠位 1 1
椀骨 R 完形 3 遠位 1
凡骨 L 1 1
R 遠位 1 完形 2 遠位 1
尺側手根骨 完形 1 1
R 完形 1 1
中手骨 完形 1完形 1
R 完形 1 1
第三指骨 完形 3
大腿骨 遠位 1骨幹 1 2
堅骨 近位 1 l
R 近位 1遠位 2 3
中足骨 完形 1 完形 1 骨幹 1完形 1
R 完形 1近位 1完形 1




Tab.6-1l List of ⅣIammalia from BK7
小分類 部位 左右 残存
29号溝 1号遺構 2号遺構
その他 合計





上顎骨 L 破損 1 1
上腕骨
L 完形 1 1
R 遠位 20号土坑床面     11
イノシシorプタ合計 1
ニホンジカ 角 不 明 角座 13号土坑埋±     11
廃骨 L 近位 1 20号土坑埋 1層    1
中足骨 L 近位 1 1
ニホンジカ合計
イヌ 腰椎 M 完形
寛骨
完形 l 1
R 近位 1 1
尺骨 完形 1 1
中手骨 完形 攪乱          3
大腿骨 近位 1 1








L 完形 1 l
R 完形 1 1
肩甲骨 L 完形 1
撓骨 L 完形 1 1
大腿骨 L 完形 1 1
腫骨
L 完形 1
R 遠位 1 1
距骨 L 完形 1 1
中足骨 不明 完形
ネコ 合計 1
ネズミ 頭蓋骨 M 完形 28号土坑埋2層    1 1
上顎骨 L 完形 1 1
前頭骨
L 完形 1 1
M 完形 1 1
下顎骨
L 完形 1 1
R 完形 l 1
頬骨
L 完形 1 1
R 破損一部のみ 1 l
鼓骨 L 完形 1 1
胸椎 M 完形 5
腰椎 M 完形 3
尾椎 M 完形 4
寛骨





R 完形 1 1
尺 骨
完形
R 完形 1 1
大腿骨








距骨 L 完形 1
踵骨 完形 1 1
中足骨 R 完形 1
ネズミ合計 1 1
不 明 胸椎? M 完形 24号土坑埋3層    1
腰椎 M 完形 1
肋骨 完形 1 1
不明合計 1 1 1
哺乳類総計 7 2
l t l11、 1,'■rl」1勿、 申束り支rlJI勿   3、(1  15ヽ17 S― l : l
1 2 アヽ1l S‐li2
1アカニシ 2ミミガイト1 3ウミニナFI Iタマキビ「1 5コウダカアオガイ 6ユキノカサカイFI アオブヘヒガイ ヽ ヤ‐、′ト
シジミ 9アサリ 1()ハマグリ 11マガキ 12イタヤカイ 13フネガイr llフジツボFl 15 1 1111‖ 61ヽ7ウニ綱 ||(投ヽllK 17人
申束)
図6-3 武家屋敷地区第 7地点出土動物遺存体写真 (1)
Irig(う-3  1)icttlrcs()f allinlal l)011(ヽs,f Sh )oll(｀S a ld shclis at i31(7 (1)
タイ類  S=1:1
1～2マダイ (1前頭骨 2上後頭骨) 3チダイ (前頭骨 (L)) 4～1 マダイ亜科 (4前11顎骨 (R) 5歯骨 (L) 611
上顎骨 (R) 7角骨 (R) 8方骨 (L) 9口蓋骨 (L) 10尾舌骨 11上舌骨 (L) 12角舌骨 (L) 13前鯉蓋骨 (R) 14主
鯉蓋骨 (L)) 15～6タイ類 (15腹椎 16尾椎)
図6-4 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (2)
Fig 6-4  Pictures of anirnal bones,flsh bones and shelis at BK7 (2)
大型魚類  S=2:3
1～6カツオ (1歯骨 (L) 2角骨 (L) 3主鯉蓋骨 (L) 4舌顎骨 (R) 5腹椎 6尾椎) 7～10タラ科 (7歯骨 (L)
8角骨 (L) 9腹椎 10尾椎) H～13コチ (H方骨 (L) 12前鯉蓋骨 (R) 13尾椎) 14ブリ属 (尾椎) 15～16スズキ (15
角舌骨 (R) 16主鯉蓋骨 (R)) 17ヒラメ (擬鎖骨 (L)) 18～21マグロ属 (18歯骨 (L) 19角骨 (L)20腹椎 21尾椎)
図6-5 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (3)
Fig 6-5  Pictures of anirnal bones,fish bones and shells at BK7 (3)
中・小型魚類  S=1:1
1～9アイナメ (1前鋤骨 2前上顎骨 (L) 3主上顎骨 (L) 4口蓋骨 (L) 5角舌骨 (R) 6主鯉蓋骨 (R) 7腹椎
8・ 9尾椎) 10～15カレイ科 (10歯骨 (L) H舌顎骨 (R) 12第一血管間棘  13腹椎 14～15尾椎) 16～19カナガシラ・
カナガシラ型 (16前頭骨 17涙骨 (L) 18腹椎 19尾椎) 20フサカサゴ科 (主鯉蓋骨 (R)) 21ウミタナゴ (IIN頭骨)22エイ
目 (椎骨)23～24ウナギ (23腹椎 24尾椎)25コイ科 (腹椎)26～32ハゼ科 (26前上顎骨 (L)27歯骨 (R)28主上顎骨 (R)
29角骨 (R) 30主鯉蓋骨 (L) 31後側頭骨 (L) 32腹椎) 33～8サヨリ (33歯骨 (R) 34前頭骨 (R) 35基後頭骨 36腹
椎 37尾椎 38尾部棒状骨)39～44マアジ属 (39前上顎骨 (L)40歯骨 (L)41角骨 (L)42舌顎骨 (L)43角舌骨 (L)
44尾椎) 45ニシン科 (腹椎)46マアナゴ (腹椎)47アユ (腹椎) 48～49カタクチイワシ (48尾椎 49腹椎)
図6-6 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (4)




5～14 ガン類  S=2:3
(1頭蓋骨 2下顎骨 3頸椎 4胸骨) 5～14 ガン類 (5上腕骨 (R) 6撓骨 (L) 7撓骨 (R)
(L) 10中手骨 (L) 11大腿骨 (L) 12肛骨 (R) 13中足骨 (R) 14中足骨 (L))
図6-7 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (5)
Fig.6-7 Pictures of anirnal bones,fish bones and shells at BK7 (5)
鳥類  S=1:1
1カモB類 (上腕骨 (R)) 2カモA類 (榜骨 (R)) 3カモA類 (尺骨 (R)) 4カモB類 (尺骨 (L)) 5カモE類 (尺骨 (L))
6カモA類 (中手骨 (R)) 7カモB類 (中手骨 (R)) 8カモE類 (中手骨 (L)) 9カモA類 (中手骨 (L)) 10カモB類 (中
足骨 (R)) Hカモ類 (胸骨) 12～17キジ属 (12尺骨 (L) 13中手骨 (R) 14第三指骨 (R) 15手根骨 (R) 16中足骨 (L)
17中足骨 (L、雄)) 18カラス科 (上腕骨 (R)) 19～20シギ科 (19上腕骨 (R) 20撓骨 (R))
図6-8 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (6)
Fig 6-8 Pictures of animal bones.flsh bones and shells at BK7(6)
‖H浮し類   S=2 : 3
1～3イノシシOrブタ (lL顎骨 (L) 211腕骨 (L、幼獣) 311腕骨 (R)) 4～6ニホンジカ (4鹿ri1 5桃41・ (Iン) 6111
足11(L)) 7～13ネコ (7頭蓋骨 8腰椎 9寛骨 10卜j Tl骨(L) H撓11(L' 12人腿 1(L) 13鵬11 ・(L)) 11イヌ (りく骨
(I′、幼獣)) 15～24ネズミ科 (15頭器11 16卜顎|「 (I´) 17肩III骨(R) 18覚11・ (I)´ 19腰椎 2011腕骨 (R' 21'(骨(L)
2211ヽ11(L) 23111+(1ン) 24中足′ヤI(R))
図6-9 武家屋敷地区第7地点出土動物遺存体写真 (7)
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la:頭蓋骨上面 lb:面側左骨蓋頭 lc:頭蓋骨底面 2:左下顎骨頬側面  3:右下顎骨頬側面
図7-2 武家屋敷地区第 7地点 1号遺構出土のイヌ頭骨





1:右寛骨 2:左寛骨 3:有大腿骨 4:左大腿骨 5:右第2中手骨 6:右第3中手骨 7:右第5中手骨  (S=約1/2)
図7-3 武家屋敷地区第 7地点 1号遺構出土のイヌ四肢骨
Fig 7-3  The appendicular skeleton of a dog from No l structural remains at BK7
表7-1 武家屋敷地区第7地点 1号遺構出土のイヌ計測値















1:最大頭蓋長 (pr―i) (212) 176.4 (220) 175.1 203.0 171.1 182.0
2:其底全長 (pr― ) (195.5) 169.4 200.0 162.9 187.4 155.6 170.9
3:頬骨弓幅(zy―Zy) (110) 105.5 (H7) 101.1 (106) 104.0
4:脳頭蓋長6a―i) 91.5 (125) 96.9 108.7 93.2 100.2
5:頭蓋幅(1)(eu―) 54.2 63.2 52.7 57.4 52.6 60.5
6:頭蓋高 (1)(br―h。)
7:パジオン・ブレグマ高(ba―b→ 67.2 81.3 64.7 81.0 71.1 66.8
8:最小前頭幅(ft ft) 31.2 37.9 34.6 38.2 35.1 38.2
9:前頭骨頬骨突起端幅(ect―ect) (45) 46.9 61.3 49.2 56.5 51.1 46.4
10:後頭三角幅(ot―ot) 65.7 76.7 61.6 72.5 62.5 70.1
11:最小眼寓間幅(ent ent) 29.9 42.2 32.4 38.6 34.7 30.5
12:顔長(pr―na) 88.5 95.8 83.8 98.2 82.3 89.3
13:吻長 (pr―。a) (89) 76.6 91.6 74.0 83.0 72.1 76.1
14:吻幅(大歯部) (38) 36.8 (47) 33.5 46.3 37.3 40.7
15:吻高(na― ) (47)
16:鼻骨凹陥深
17:硬口蓋長りr sta) 87.3 (99) 82.8 94.9 81.3 88.5
18:硬口蓋最大幅 (58) 63.5 75.2 60.0 73.9 62.5 69.5
19:下顎骨全長 (1)(id―goC) 151.6 133.5 152.0 128.8 149.6 124.7 136.2
20:下顎骨全長 (2)(id―c.mid) 150.8 132.5 154.2 127.6 151.1 125.3 136.9
21:下顎枝高 53.6 65.0 52.0 60.9 52.7 55.5
22:下顎枝幅(最小値) (42.7) 33.3 40.0 33.3 34.1
23:下顎体高m2の後部) 31.9 30.1
24:下顎体高鰤1の中央) 32.4 31.2 24.9 28.9 23.6 29.8 25.4 27.2
25:下顎体高e4とMlの間) 30,7 30.6
26:下顎体厚鰤1中央下方) 14.8 13.2 11.3 13.9 10.7 15. 1 13.0
27:咬筋寓深(下顎枝幅位) 10.8
頭蓋指数(3/1) 51.9 59.8 53.2 57.7 62.0 57.1
吻長指数(13/1) 42.0 43.4 41.6 42.3 40.9 42.1 41.8














上腕骨全長 (178) 162.5 172.0 142.6 168.2
撓骨 全長 (174) 174.8 140.3 168.3
上端最大幅 28.1 15.6 19.0
頚部最小幅 21.0 16.4 12.6
中央横径 15.3 15.5 12.0
中央矢状径 10.7
下端最大幅 27.4 20.5 26.4
尺骨 全長 202.7 185.6 167.7
大腿骨全長 184.0
上端最大幅 42.0 39.5
中央横径 15.3 13.4 15.6 14.1
中央矢状径 15.3 13.1 17.5 13.4
























































出てきた (注4)。そこで、ラクチ トー ルにやはり糖アルコールの一種であるトレハロースを添加することとし
た。 トレハロースを添加することにより、ラクチ トー ルの結晶阻害が起こり、それほど温度をかけなくてもある











































































3)出土木材にラクチ トー ル水溶液をila度20%から80%程度まで含浸させる。濃度60%以上になると、常温ではラクチ トー ルは水に
溶解せず、また不完全な結晶化が始まるため、70℃の温度をかけて含浸する。含浸終了後木材表面の溶液を湯で洗浄し、水分を
完全に拭き取った後、ラクチ トー ルを結品化させるためにラクチ トー ルの粉を木材表面にまぶす。50℃で乾燥し、表面の粉をぬ
るま湯で洗い流す。水分を完全に拭き取った後、再度50℃で乾燥する。
4)含浸濃度が低い状態で結品化工程に進むと、木材内部の残留水分により脆い結晶が形成され、収縮・変形を招く恐れがある。
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Fig.8-3 Picture of a excavated straw
図8-5 犬の全身骨格の出土状況
Fig.8-5  Picture of a excavated dog bone
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Fig.8-6  Excavation and conservation process of a stra、v
3.ウレタン包埋 4.銅線で地面と切り離す
6.ウレタン再包埋 7.反転して吊り上げる 8.吊り上げ作業






































【①骨の仮強化】 【②養生】 【⑤反転】   【⑥底面土の除去】
口 画
【⑩ウレタン・養生材 I⑪骨の強化・  【⑫表面クリー
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Summarv
This volume carries the report of the salvage excavation of BK7 (Loc.7 of the samurai residences located on the
side of north outer moat of Ninomaru, i.e. Secondary Citadel of Sendai Castle), which was conducted by the
Archaeological Research Center on the campus of Tohoku University in 2001.
In the excavation of BK7, a large number of artifacts have been excavated. So these are reported in five separate
volumes. This report is the 5th separate volume, and describes about the analysis and examination of archaeological
features and various artifacts with analytical results of the natural sciences at BK7 site.
At the excavation of the samurai residences in Tohoku University, small scale excavations are frequently done.
But the excavation of BK7 was on a large scale, the area covered 810mt, the excavation period extended to 8
months. This large scale excavation at the samurai residences was the second time since the excavation of BK4,
excavated in 1994-1995.
We considered about the archaeological features of Secondary Citadel of Sendai Castle and the samurai residences,
compared with the excavation at the Honmaru of Sendai Castle and Wakabayashi Castle. (Honmaru was the main
enclosure of Sendai Castle, and Wakabayashi Castle was Masamune's private residence, who was the first load of
Sendai clan.) The viewpoint was the span between the pillars measured from center to center at each structure, the
difference in the size and structure of pillar base stones for different types of buildings, and the relations between
structures constructed on base stones, and embedded-pillar structures.
Most part of the artifacts was dated to Edo period. These were various and enorrnous. And these belong to wide
ranging dates, from the initial Edo period (the initial period of the 17th century) to the initial Meiji period (the middle
period of the 19th century). A great part of these artifacts was excavated from No.2 structural remains, which was a
huge garbage pit. No.1 structural remains and No.24 earthen pit were also huge garbage pits used similarly in the
same period. The artifacts found from No.2 structural remains were dated to the early period of the 18th century.
These artifacts were the major part from this excavation, and constitute a fine hoard of artifacts of a limited time
period.
So we considered special characteristics of the artifacts dated to the early period of the l8th century, for example,
porcelain, glazed ceramics, unglazed ceramics, lacquer wares and wooden chopsticks. We compared these special
characteristics with our past research results. And we also considered the use method of the wooden implements
shaped to a horse in comparison with similar cases in the folklife materials.
A great number of wooden tablets written in black ink were also found from above mentioned features. The
number amounts to 594, and these were the largest collection for the wooden tablets dated to Edo period in Tohoku
region. From the analysis of the contents recorded on wooden tablets, it is thought that most of these wooden
tablets were carried to Ninomaru with the rice or the salt as the land tax. The era names written on these wooden
tablets were limited to Kyoho. Kyoho is from 1716(the first year of Kyoho) to 1735(the 20th year of Kyoho), in
the middle of Edo period. So it was concluded that these huge garbage pits were dated to Kyoho era.
In these wooden tablets, 428 were analyzed for the tree Species Identification. The result was that the large part
of the tree species was of some coniferous trees, and broad-leaved trees were fewer. Among coniferous trees, the
most numerous was the Japanese cedar, while the hiba arborvite was the next. This is the first analysis of tree
species used for wooden tablets in a large volume, dated to Edo period in Tohoku region, so this result will become
a standard in the future research.
Based on the result of the Species Identification, we compared the tree species with the type of wooden tablets
and place names written on these wooden tablets. As the result, it is thought that the Japanese cedar and the hiba
arborvite, the most abundant tree species, were planted as nursery trees, and these afforested trees were used for
the wooden tablets.
A lot of seeds, nuts and animal remains were also found from No.2 structural remains. These were analyzed for
the Species Identification. About the plants, it is thought that walnuts, peaches and Japanese apricots were used
for foods. About the animal remains, various species, for example shellfish, fishes, birds and the mammals, were
identified. It is thought that most of them were the residue of their foods.
From No.1 structural remains, a whole body skeleton of a dog keeping its anatomical position was found. From
the size of the skeleton, it is thought that the dog was not a native breed.
The skeleton of a dog, the straw bag weaving fiber and a wooden bucket laid under the ground were excavated
in situ, and packed with the urethane foam, so we could excavate and conserve them, keeping the original position.
It is often difficult to treat these unique fragile articles. But we devised the method of excavation and conservation,
and we could treat these unique articles with comparatively simple methods, without special equipments.
In this excavation, an enorrnous number of artifacts were excavated, so we needed a great deal of labor and time
to sort out these articles and to make scale drawings and so on. It took for 9 years from the excavation until the
completion of the reports. In this report, we analyzed and examined the important themes including the natural
sciences. Especially, a fine hoard of artifacts dated to the early period of the 18th century was extremely rich in its
contents. These will be a standard research materials not only for the research of the Sendai clan period, but also
for the archaeology of the early modern period in Tohoku region.
In and around Tohoku University at the Kawauchi-kita campus, many excavations have been carried out
since the 2005 fiscal year, for the construction of the subway in Sendai City. The theme in the future will be the
comprehensive examination of the rapidly increasing data and investigation of the actual situations in the samurai
residences of Sendai clan.
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